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日常生活史H夫 妻の場合
「1900年 か ら1933年 までのブラウンシュヴ ァイクにお ける

労働者の 日常生活」(そ の八)

宝 福 則 子

は じめ に

本 稿 は,『 人 文 研 究 』 第91・97・98・99・101・103・105輯 に続 く,「1900

年 か ら1933年 まで の ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク に お け る労 働 者 の 日常 生 活 」の イ

ン タ ビ ュ ー 資 料 分 析 シ リー ズ の ひ とつ で あ る。 この 資 料 の 由来 や 分 析 方 法 等

につ い て は,第91輯 を参 照 さ れ た い 。

今 回利 用 した 資 料 は,1980年1月22日15時 よ り19時30分 ま で,H夫 妻

の ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク の 自宅 で イ ンタ ビ ュ ー した 内 容 を,A4タ イ プ 用紙

116ペ ー ジ に 書 き起 こ した もの で あ る。イ ン タ ビ ュー は,H夫 人 と始 め た と こ

ろへ,途 中 か らH氏 が 加 わ っ た の だ が,彼 は非 常 に 熱 心 に話 に加 わ っ た 。 本

稿 で は,H夫 人 とH氏 の証 言 を各 々,分 けて 記 述 した 。

こ こで,参 考 の た め,ま ず,H夫 妻 の 略 歴 と両 親 につ い て簡 単 に記 して お

く。

H夫 人

1911年5月7日

1925～1927年

1928年

1925～1933年

1936年

ブラウンシュヴァイクで誕生

職業 は建築事務所 における商業簿記用事務員,1932か ら

1933年 の問は失業

自由体操協会会員

ブラウンシュヴァイク ・アイン トラッハ ト会員

職員労働組合中央同盟組合員

壁紙貼 り職人 と結婚
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父:1880年 にブラウンシュヴァイクで誕生,1945年 にナチの政治犯 として死

亡。

職業 は配管工で,1919年 か ら1933年 までは建物の管理人 として勤務 し

た。

SPD党 員および ドイツ金属労働者同盟員,ド イツ・フリーメーソン協会

員,世 界父母連盟員,エ ガ リテ合唱協会員

母:1882年 にフェーヒェルデで誕生,1959年 にブラウンシュヴァイクで死

亡。

職業 は女中。1907年 の結婚後は主婦,1919年 から1933年 の間は掃除婦。

1920年 よ りSPD党 員,ド イツ・フリーメーソン協会員,世 界父母連盟員

出産 は4回 で,そ の内1回 は死産。

H氏

1907年6月14日 ブラウンシュヴァイクで誕生

職業は壁紙貼 り職人 と室内装飾職人

1921年 より 社会主義プロレタリア青年同盟員SPJ

1921～1932年 鞍製造職人 ・壁紙貼 り職人同盟員

1929～1933年 フライエ・フォルクスビューネ青年部,ラ イヒスバ ンナー

党員

役職:社 会主義プロレタリア青年同盟の副会計係

父:1875年 にブラウンシュヴァイクで誕生,1954年 に同地で死亡。

職業は本の印刷工,未 熟練労働者。

ドイツ工場 ・農業 ・未熟練労働者同盟員

母:1874年 にブラウンシュヴァイクで誕生,1958年 に同地で死亡。

職業は缶詰工場労働者。未組織,出 産は5回 。
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1.両 親 に つ い て

[H夫 人]

私 の 父 は,1880年8月8日 に ブ ラ ウ ン シ ュヴ ァ イ クBraunschweigで 生 ま

れ ま した 。父 は,配 管 工 の親 方 の元 で働 い て い ま した 。つ ま り,親 方 の 元 で,

1年 間,徒 弟 修 業 し,こ こで す ぐに,兄 弟 子 の職 人 に労 働 組 合 に誘 わ れ た の

で す 。親 方 の名 前 は ヴ ァー レ ン ドル フvaarendoijで した 。も う こ の親 方 の 店

は あ り ませ ん。そ の後 にル タ ー工 場Lutherwerleで 配 管 工 とし て働 き ま した。

そ の後 は,『 フ ォ ル ク ス フ ロ イ ン ト』`Volksfreund'で 管 理 人 と し て働 き ま し

た 。 父 は,当 時,『 フ ォ ル ク ス フ ロ イ ン ト』の 管 理 人 とし て,本 来 の職 業 の 配

管 工 で 稼 い で い た か も しれ な い 賃 金 よ りも,ず っ と多 い給 料 を も らっ て い ま

した 。 で も,父 は,朝 早 くか ら夜 遅 くまで 仕 事 を し て い ま した 。 管 理 人 の 仕

事 を して い るか らに は,そ れ は本 当 に仕 方 なか っ た の で す が,父 は,会 議 の

最 中 に電 気 が 消 え た りす る とす ぐ直 しに 行 っ た り,暖 房 係 も担 当 し て い ま し

た 。 当時 は まだ コ ー ク スで 暖 房 し て い ま した か ら,冬 は とて も大 変 で した 。

中 庭 を掃 除 した り,通 りを掃 い た り,敷 石 の 舗 道 の修 理 を した り と,本 当 に

い つ も仕 事 に追 わ れ て い ま した 。 彼 が 唯 一 の 管 理 人 だ っ た の で す 。

ナ チ に こ こ を追 い 出 さ れ た後,ほ ん の 短 い期 間 だ っ た の で す が,ア ウ トバ ー

ン建 設 現 場 で 働 き ま した 。 そ し て,1933年 以 降 は,ま た 配 管 工 と し て ヴ ンダ

リッ ヒ社Wunderlichで 働 い た の で す 。

父 は,母 と の結 婚 前 に,結 婚 し て い た こ と もあ り ませ ん し,私 生 児 で も あ

りませ ん 。両 親 は1907年6月23日 に結 婚 し ま した 。叔 母 グ レー テGreteの 誕

生 日 と同 じ 日 で す 。 父 方 の祖 父 は カ トリ ッ ク だ っ た の で す が,新 教 の妻 と結

婚 し ま した 。 そ れ で,そ の子 供 た ち は,新 教 で 洗 礼 を受 け ま した 。 私 の両 親

は結 婚 前 に,公 け に 婚 約 して い ま し た 。

父 は,ま ず 徒 弟 修 行 中 に労 働 組 合 に組 織 され ま した 。 ドイ ツ 金 属 労 働 者 同

盟DeutscherMetallarbeiter-Verbandで す 。 私 が 生 まれ た時 に は,父 は も う

SPDの 党 員 で した 。間違 い な く,彼 が結 婚 した1907年 に は党 員 だ っ た,と 確
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信 し て い ます 。私 は彼 の 党 員 手 帳 を持 っ て はい ませ ん。私 た ち の 家 に あ った,

とて も素 敵 な ラ イ テ イ ン グ ビ ュー ロ ー の 中 に書 類 な ど を入 れ て い た の で,多

分,党 員 手 帳 もそ の 中 に入 っ て い た と思 い ます 。 で も家 が 瓦 礫 と な り,そ の

時 に い っ し ょに失 って し まっ た の で,正 確 に はわ か りませ ん。 他 に は,ド イ

ツ ・フ リー メ ー ソ ン 協 会DeutscherFreidenker-Verbandや 「エ ガ リ テ」

地o♂ 舵 とい う合 唱 協 会 に も入 っ て い ま した 。「エ ガ リテ」も社 会 主義 者 た ち の

集 ま りで した 。 私 も後 に,つ ま り4年 か5年 前 ま で で す けれ ど,こ の 「エ ガ

リテ 」 を前 身 とす る合 唱 協 会 に 入 っ て い ま した 。 私 の 舅 も合 唱 協 会 に入 っ て

い ま し た が,こ れ もそ の 間 に私 が 入 っ て い た 合 唱 協 会 と一 緒 に な った もの で

す 。 父 は,ス ポ ー ツ マ ン で は な か った の で す が,ス ポ ー ツ を しな けれ ぼ な ら

な い,と い つ も言 っ て い ま した 。

父 は,1914年 か ら1917年 ま で戦 争 に行 っ て い ま した。 そ して17年 に ブ ラ

ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク の プ ロ イ ツ ェ ムBroitzemの 空 軍 基 地 に来 た の で す 。17年

以 降 は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク に駐 留 す る部 隊 の所 属 で した 。 とい う の も,

母 が 末 の弟 の お 産 で生 死 を さ ま よ った の で,父 の親 戚 が 請 願 書 を出 し た か ら

で す 。 母 の4番 目 の子 供 で す 。母 は,そ れ まで に私 の す ぐ上 の子 供 の死 産 を

経 験 し て い ま した 。

フ リー メ ー ソ ン運 動 は,私 た ち が 『フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』 の 家 に住 ん で

い た20年 代 に始 ま り ま し た。 そ の 後,両 親 は世 界 父 母 連 盟derM7eltliche

Elternbundに 入 っ た の で す 。弟 た ち は,「 世 界 」の 授 業 を 受 けて い ます が,私

の 時 に は まだ こ の科 目 は あ り ませ ん で した 。

私 の父 は,普 通 の死 に方 を した の で は あ りませ ん 。 父 は,ま ず ア ンハ ル ト

地 方Anhaltischの コス ヴ ィ ッ ヒCoswigの 刑 務 所 に入 れ られ ま した 。彼 は1

年 の 服 役 刑 を受 け た の で す 。1944年8月 の こ とで した 。 その 後,彼 は配 管 工

だ った の で,コ ス ヴ ィ ッ ヒ か らデ ッサ ウ ・ロス ラ ウDessau-RoBlazaの,ユ ン

カ ー の工 場 に配 属 され,バ ラ ック 棟 に入 れ られ て い た の で す が,生 き延 び る

こ とが で きず に,45年3月17日 に 亡 くな っ た の で す 。45年3月 の ロ シ ア軍

進 駐 の直 前 の こ とで した 。 私 た ち は,そ の 時,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク に い ま
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したが,私 が送った父宛 ての手紙が返送 されてきました。そして,父 は,肺

炎が原因で死亡 した という刑務所長か らの母宛の公式な通知を同時に受け取

りました。

そこでの朝の洗顔 というのは,受 刑者はみな,裸 で並びます。ホースで水

をぶっかけられて,体 を洗い,そ れで終わりです。水の鞭です。寒い時期 に,

年 とった男の人にホースで水をかけた りするなんて,考 えてもみて ください。

暖かい下着 もなしにです。あの青い上下の ドリル地の作業服だけでした。水

をぶっかけられて,ポ ロ服 を身にまとい,仕 事 に出たのです。それに朝は何

も食べる物 もなかったのです。それで彼はそこで肺炎で亡 くなった と通知に

は書かれていました。毎朝,こ んな拷問をされた ら,肺 炎が原因で亡 くなる

のも当然です。

私 は,戦 後す ぐに,一 度,非 合法 に国境線 を越 えてコスヴィッヒ刑務所へ

行 きました。そこで父の書類をもらい,そ して,父 が どのようにして亡 くなっ

たのかを知っている人に接触したいと思ったのです。当時の刑務所の医者 と

も,そ こで話 をすることができました。その医者 は,と ても鮮明に状況 を語っ

てくれました。彼は父のことをよ く知っていました。父は,小 柄で,生 き生

きとした男性だった ということです。そして,父 が とても良 く手当を受けた

ということでした。

でもそこでは,父 は,他 の二人の同僚 と一緒だったのですが,一 人 は,逃

げのびて,母 を訪ねて来 ました。彼が話 した ところでは,デ ッサウ ・ロスラ

ウ ・アル ミニウム飛行機整備 ユンカー工場 というのが正式な名前ですが,父

ともう一人の同僚は,こ こでSS(ナ チス親衛隊)の 監視兵 に射殺された とい

うことです。当時,ど こでも同 じでしたが,す べての政治犯が射殺 された と

いうことです。父はの遺骸 は,デ ッサウ ・ロスラウに埋葬 されています。父

は,ま だ65才 で した。

家 で は,も ち ろ ん 『フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』 を読 ん で い ま した が,私 た ち

の家 に は,い ろい ろ な新 聞 が あ り ま した 。 つ ま り,交 換 して も らっ た新 聞 な
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の で す 。『ア ル ゲ マ イ ネ ン ・ア ン ツ ァイ ガ ー 』`、411gemeinenAn2eiger'『 ノイ エ

ス テ ン ・ナ ッハ リ ヒテ ン』`Neuesten1>tlchrichten'『 ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ガ ー ・

ラ ンデ ス ツ ァイ トゥ ク』`BrazanschweigerLandeszeitung'『 ブ ラ ウ ン シ ュヴ ァイ

ギ ッ シ ェ ・シ ュ タ ー ツ ツ ァ イ トゥ ン ク』`BraunschweigischeStaats2eitung'な

どの ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク の 地 元 の新 聞 が,何 部 か の 『フ ォル ク ス フ ロイ ン

ト』 と交 換 さ れ て,そ の一 部 を父 が 家 に持 っ て 帰 って い た とい う わ け で す 。

父 は,そ れ らの 新 聞 を す べ て 読 ん で い ま し た。 そ れ が 父 の趣 味 で もあ っ た の

で す 。 つ ま り,新 聞 を読 む の が 父 の趣 味 で した 。 た だ,そ の趣 味 は,と くべ

つ に お 金 が か か らな か っ た とい う理 由 か ら な の で す 。

しか も,父 は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ クの 新 聞 だ けで は な く,外 国 の 新 聞 も

読 ん で い ま した 。 父 は外 国語 は読 め ませ んで した か ら,ス イ ス の ドイ ツ 語 新

聞 の 『バ ー ス ラ ー ・ナ ッハ リ ヒ テ ン」`.BaslerNachrichten'で す 。

私 た ち の 家 に ラ ジ オ が 入 っ て か ら は,父 は い つ も ベ ロ ミュ ン ス タ ーβ傑

omtinsterを 聞 い て い ま した 。 この 中立 国 か ら の意 見 が,彼 に と って は 重 要

だ っ た の で す 。彼 は,ラ ジオ で 聴 い た こ とを ヴ ン ダ リ ッ ヒ社 で 宣 伝 し ま し た 。

戦 争 に 負 け て い る とい う こ と を,父 は ヴ ン ダ リ ッ ヒ社 で の朝 食 の時 に 言 った

の で す 。そ れ を守 衛 が 密 告 し ま した 。外 国 の 放 送 を聴 い た の が,サ ボ タ ー ジ ュ

と見 な され た の で す 。

父 は,そ れ 以 前 に も,国 会 議 事 堂 の火 事 に 関 す る,(茶 色 の)外 交 文 書 記 録

書 を広 め た た め,国 家 反 逆 罪 で 起 訴 され て い ま した 。 この記 録 書 も外 国 か ら

入 っ て きた もの で した 。 モ ス ク ワ経 由 で 公 式 に きた もの で す 。 こ の時 代 は,

共 産 党 員 と社 民 党 員 が 一 緒 に 活 動 し ま した 。 どち ら も,い っ し ょに綱 を 引 い

て い た の で す 。 それ で,そ の た め に,父 は拘 置 もされ た の で す 。35年 の こ と

で した が,そ の た め9カ 月 の 刑 を く らい ま し た。 最 初 は まず,国 家 反 逆 罪 で

し た が,そ の 後,変 わ り ま した 。4月20日 の ヒ ッ トラー 誕 生 日 の恩 赦 が あ っ

た の で す 。 い ず れ に し て も,大 変 な 目 に合 い ま した 。 私 は,も う そ の こ とを

考 え た く もあ り ませ ん。

私 た ち の結 婚 式 の3日 前 で した が,私 は裁 判 を傍 聴 し ま した 。 こ こに 警 官
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がひ とり,あ そこにもう一人の警官が という具合で立っていて,裁 判所の玄

関には2本 の銃剣 も立てかけられていたものです。そして,私 たちは,結 婚

の日に直接,父 をブラウンシュヴァイクの拘置所に訪ねました。私たちは,

そこで指輪の交換をしたのです。不幸中の幸いで した。まあ,検 事の同情腺

を刺激 したようなのです。

母 も拘置 されていました。彼女 も共犯罪に問われたのです。父 は,失 業時

に,ダ ムDammの 毛皮屋のツォイナーのZeunerの 隣で,新 聞スタン ドを

もってい ました。そこへ古い同志たちがやって来て,そ の中にはラジカルな

左翼の同志たちもいました。彼 らが,あ の茶色の外交文書記録書 を公けにし

たのです。それが新聞スタンドの品物台の下で交換されたのです。そこへ丁

度,母 がやってきた りして,母 は本当に何 も知 らなかったのですが,彼 女は

秘密 を知っていた とされて,6週 間,拘 置されました。罪は6カ 月以上では

ないとい うことで,彼 女 も恩赦 を受けて,6週 間後に自由になったのです。

ちなみに,ヒ ットラーは毎年,こ の恩赦を行っていました。彼女に対する裁

判は行われ ませんで した。

まず最初に国家反逆罪そして内乱罪へ と切 り替えられて,父 の裁判 は行わ

れ ました。

私の母は,1882年12月28日 にフェーヒェルデでVecheldeで 生 まれまし

た。母の母親 は,彼 女の出産で亡 くな りました。母は双子ですが,も う一人

の双子の妹 も亡 くなりました。ちなみに,彼 女の母親は,祖 父の2度 目の妻

だったのですが,そ れ以前に一度,結 婚していました。母の父親が亡 くなっ

たのは,母 が15才 の時のことです。それで母は,遠 い親戚,つ まり,私 の祖

母のい とこを頼 って,1897年 に,ブ ラウンシュヴァイクに来 ました。母 は,

フェーヒェルデYehcheldeで 学校に通っていました。

彼女の宗教 は新教でした。正式な職業 と言 えるほどの職業教育は受 けてい

ません。結婚前 は,ブ ラウンシュヴァイクの親戚の家で女中奉公をしていま

した。結婚 して,専 業主婦になったのです。母 は,父 と知 り合 う少 し前に,



ヱヱ4 人 文 研 究 第107輯

どこか他人の家で家事手伝いをし,料 理 を習った後 に,あ るホテルで料理人

の修業 をしました。そして,1907年 に父 と結婚 したのです。私達が 『フォル

クスフロイン ト』 に住んでいた ときは,編 集室や労働組合の事務局を掃除 し

ていました。でも,『 フォルクスフロイン ト』の建物内だけです。

[H氏]

私の父は,1875年2月25日 にブラウンシュヴァイクで生まれ ました。父の

職業は,本 の印刷工でしたが,ど こで職業教育 を受けたのかはわかりません。

彼 は,何 も話して くれなかったのです。親戚たちとはまった く付 き合いがな

かったし,今 もないのです。父 もその父 もブラウンシュヴァイクで生 まれて

いますが,父 か ら聞かされていた先祖の話 は,こ うです。つまり,最 初二人

の兄弟がプファルツ地方 肋 島か ら来た ということです。ひ とりはフランツ

Fran2と いい,も うひとりはウィルヘルムWilhelmと いう名前で した。だか

ら,私 たち以外にもHと いう名字の家はた くさんあ りますが,各 々のH家 に

はウィルヘルムとフランツと名付けられた人がた くさんいます。

父 も,1931年 以降,失 業 していました。20年 代は仕事 に就いていました。

31年 以降は,私 の家族 はみな失業 しました。まず,29年 に私が缶詰プレス工

場で,そ して30年 に父が失業 しました。失業中,私 は失業保険金で生活 して

いました。失業保険金の後は生活保護 も受 けました。父は福祉事務所の社会

扶助 を受 けていました。私 と私の一番上の兄 は生活保護 を受 けましたが,2

番 目の兄のクル トKzartも 生活保護iを受けていたのかどうかは,知 りません。

私たちは,一 家で3人 の男が生活保護を受 けていたわけです。

失業 して,最 初は失業保険金,そ れが切れると社会扶助金にな り,そ して

生活保護 を受けるという順序です。福祉事務所の生活保護の金は,返 さなけ

ればならなかったのですが,ア ドルフ ・ヒットラーの時代後は,返 さな くて

もよくなったのです。彼は良いこともしたものです。まあ,そ れは冗談です

が。アドルフ ・ヒットラーのもとで,5月1日 のメイ ・デーが法定の祝 日で

はなくなったのですか ら,い くらか良いこともしなければ,労 働者を獲得で
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きなかったでしょう。

昔,私 達の両親の時代には,選 挙のために市民手帳が必要でした。そのた

めの出費があったにもかかわらず,父 は市民手帳を持っていました。彼 は100

パーセン ト,SPDを 選びました。それに彼はいつも100パ ーセント,ナ チに

反対 していました。で もナチに対する抵抗運動はしませんでした。私の親戚

たちもナチに反対でしたが,何 もしませんでした。多 くの人がそうで した。

父 はSPDの 党 員 で は あ り ませ ん で した 。彼 は金 属 労 働 者 同 盟 員 で,労 働 者

合 唱 協 会 に も入 って い ま し た 。 そ れ に1919年 か ら,フ ラ ン ク フ ル タ ー 通 り

FrankfurterStraBeの タ ー ル 作 業 所 の べ 一 ゼ&マ イ ア ー社Beese&Meier

経 営 協 議 会 の労 働 者 代 表 委 員 長 で し た 。 この 会 社 が 倒 産 す る まで 委 員 長 を し

て い ま した 。 い っ 倒 産 した の か は,は っ き り と は知 り ませ んが,1920年 代 の

中 頃 だ っ た と思 い ます 。 父 は,兵 隊 に行 く前 か ら,つ ま り,1914年 以 前 か ら

この 工 場 で働 い て い た の で す 。戦 争 に は,4年 間,行 っ て い ま した 。そ の 後,

父 は,シ ュ トラ イ トベ ル クStreitbergの 屋 根 葺 き用 ア ス フ ァル ト・フ ェ ル ト製

造 工 場 の ミル シ ュ社MirschundCo.で 働 き ま した 。

私の父は,母 以外の女性 と結婚 していたこともあ りませんし,私 生児でも

あ りません。私の両親は1900年5月19日 にブラウンシュヴァイクで結婚 し

てい ます。私たちの結婚の日と同じ日です。私の両親 も妻の両親 も教会で結

婚式を挙 げています。私の両親 は新教です。私の両親は婚約 していましたが,

どの位の婚約期間であったのかは知 りません。母 は74年 に生 まれ,父 は75年

生まれですか ら,4週 間ほど父が年下でした。各々の誕生 日が12月 と1月 な

のです。両親は,近 所に住んでいて,子 供の頃からの知 り合いでした。

父の両親が2軒 の家を持っていたので,母 は父を,い い結婚相手だ と思っ

たのです。両親がそう言っていました。1軒 の家は,ど こだったのか知 りま

せんが,も う1軒 は,私 の娘が看護婦の教育を受けていた時に,生 活の資 に

売 りました。これらの家は,父 ではな く,祖 父のものだったのです。当時は,
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た とえ そ のた め に借 金 を し よ うが,家 を持 つ とい う こ とが 自慢 の 種 だ っ た の

で す 。母 方 の 祖 父 母 も家 を持 っ て い ま した が,借 金 も し て い た の で す 。で も,

9人 も子 供 が い た の で,何 も財 産 は残 し ませ ん で した 。 し か も,そ の上,子

供 た ち はイ ン フ レの 時 代 に そ の 家 を売 っ た の で す 。 そ の家 は カ ス ター ニ エ ン

ア レ ー に あ っ た とい う こ とで す 。

父 は,1954年12月,80才 の 誕 生 日の 少 し前 に,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク で

亡 くな り,母 は,4年 後 の1958年 に84才 で 亡 くな りま し た 。

私の母 は,1874年12月28日 にブラウンシュヴァイクで生 まれました。妻

の母 と同じ誕生 日です。私の母は,父 と同じく,大 変暖かい人でした。

私は父 とも,両 親 とも問題 はありませんで した。細かなことに至るまで,

すべてうまくいっていました。しか し,大 体は,母 が家族の先頭にたって,

家族をまとめていたのです。家族が団簗するときには,楽 しく話し合 うよう

にもしました。父は,寡 黙な人で,母 よりも頭が良かったにもかかわらず,

あまり話 をしなかったのです。

父は,金 の心配 は何 もしませんでした。私の両親 は,本 当にお金がなかっ

たのです。だから,母 は,缶 詰工場でアスパラガスの皮むきをして働いてい

ました。ダウベル ト社Dauberlと,主 に家のす ぐ隣のムンテ社Mzanteで 働 い

ていました。アスパラガスは,5月 から6月 にかけてしか出ませんから,い

つもこのシーズンだけです。当時,5人 の子供 を抱え,こ の時代では,普 通

の工場労働者はほとんど稼 ぎがありませんで したから,労 働者は,私 の妻の

家のようにはいかなかったのです。

私の母は,ア スパラガスの皮むきで,一 生懸命働 いて,父 の稼ぎの2倍 も

稼 ぎましたが,冬 は主婦 として家にいました。家で内職はしませんでした。

アスパラガスの皮むきは,工 場でしてい ました。豆の殻むきと人参の皮む

きは,家 でできましたが,ア スパラガスは,皮 をむいてしまうと,酸 っぱく

なるので,す ぐに手早 く処理して缶詰にしてしまうのです。だか ら,ア スパ

ラガスを家にもってきて,皮 むきをさせてはもらえなかったのです。30年 代
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に私が妻 と知 り合った頃には,母 は,も う缶詰工場で働いてはいませんでし

た。

2。 兄姉た ちについて

[H夫 人]

私には,二 人の弟がいました。他には,私 の生 まれる前に女の子を死産し

た と母か ら聞かされました。弟たちは,そ れぞれ1914年1月21日 にカール

Karlが,そ して1917年9月21日 にゲアハル トGerhardが,ブ ラウンシュ

ヴァイクで生 まれました。 どちらも第二次世界大戦で戦死 しました。私の弟

たちは戦死 してしまいましたし,夫 も妹がまだ生 きているだけで,あ とはみ

な亡 くなっています。

[H氏]

私 の両 親 は,3人 の男 の 子 と2人 の女 の 子,全 部 で5人 の 子 供 を生 み ま し

た 。

一 番 上 の 兄 の フ ェル デ ィナ ン トFerdinandが1901年2月20日
,二 番 目の

兄 の ク ル トKurtが1902年8月18日,姉 の エ ラEllaは1904年9月10日,

私 が1907年 で,妹 の ヒ ル デ ガ ル トHildegardが1914年5月16日 に生 まれ

ま し た。 み な ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク で生 まれ た,生 粋 の ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ

ク っ子 で す 。 下 の 二 人 だ け が まだ 生 き て い て,兄 た ち と姉 は,年 の1頂に な く

な りま した 。 私 の兄 も姉 も,病 気 に な っ た こ と もな く,と て も健 康 に見 えた

も の で す 。一 番 上 の兄 は1967年 に66才 で亡 くな り,ク ル トKurtは5年 前 の

1974年 に,72才 で亡 くな り ま した 。姉 の エ ラ は,1977年 に73才 で 亡 くな り

ま し た。

私 の兄 弟 姉 妹 た ち は,労 働 組 合 に は組 織 され て い ま した が,入 党 は して い

ませ ん で した 。そ れ ほ ど政 治 的 で は な か った の で す 。経 済 的 な理 由 が 大 きか っ

た の で す 。
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3.両 親 の家の住居

[H夫 人]

〈ア ル テ ・ヴ ァー ゲ の 家 〉

私 は,1911年,ア ル テ ・ヴ ァー ゲAlteWaage17番 の 家 で 生 まれ ま した 。

ち ょう どア ン ドレ ア ス 教 会Andreaskircheの 後 ろ側 の家 で す 。 とて も美 しい

家 で した 。 以 前 は ジ ャガ イ モ と野 菜 を商 って い る ク リ ュー ガ ー1ひ ㎎ 卯 の 店

も あ り ま した 。 大 き くて 素 敵 な 中 庭 もあ り ま した 。 中庭 へ の通 路 は欄 干 で飾

られ て い て,ア ル コー ヴ とか周 歩 廊 とか 呼 ぼれ て い る よ う な造 りで した 。 今

風 に言 う と,バ ル コ ニ ー 式 の通 路 とで も呼 べ ぼ よ い の で し ょう。住 居 自体 は,

とて も広 い,台 所 と4部 屋 の あ る住 居 で した 。 他 の住 居 か らは独 立 した もの

で,「 住 居 の 中 の廊 下 」 もあ りま した 。 バ ス ・ル ー ム は あ りませ ん で した 。 私

が初 め て見 た バ ス ・タ ブ は,『 フ ォル ク ス フ ロイ ン ト』 の 住 居 で で した 。 トイ

レ も住 居 の 中 に は あ りませ ん で した 。

当 時,こ こ に は父 方 の 祖 父 が 一 緒 に住 ん で い ま した 。 それ に,両 親 と小 さ

な 私 の4人 で 住 ん で い た の で す 。 祖 父 の名 前 は,フ ラ ン ツ ・シ ャイ デFran2

Scheideと い い ま し た が,1913年 に亡 くな り ま した 。私 た ち は,こ こ に は2年

間 だ け住 ん で,1913年 に トゥル ニ ー ア 通 りTurnierstraBeの8番 に越 した の

で す 。よ くわ か り ませ ん が,多 分,祖 父 が い く らか お金 を出 し て い た の で し ょ

う。

〈トゥルニーア通 りの家〉

この家は,ハ イデン通 りHeydenstraBeの そばです。親子3人 には広すぎた

から,こ こに越 してきたのです。今度は3部 屋の住居でした。 この住居にも

15年 頃までの2年 間 くらいしか住んでいません。とて も素晴 らしい,独 立 し

た住居で,住 居内に廊下 もありました。地下室 も屋根裏の洗濯物干場 もあり

ましたが,ト イレもバス ・ルーム もありませんで した。大きな台所がありま

した。物置があったか どうかは,覚 えていません。 この住居には,最 初,両
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親 と私 だ けが 住 ん で い ま した が,1914年 に弟 の カ ー ル が 生 まれ ま した 。

こ の家 は本 格 的 な裕 福 な市 民 用 の 家 で した か ら,と て も素 晴 ら しい 家 で し

た 。今,福 祉 事 務 所 の あ る場 所 に は,以 前,マ ル テ ィ ー 二教 会Martinikirche

が あ り,ハ イ デ ン通 りに は女 子 中等 学 校 が あ り ま した 。 トゥル ニ ー ア通 りは,

ゾ ンネ ン通 りSonnnenstraBeか らペ タ ジー リエ ン通 りPetersilienstraBe,ま

た は ジ ュ ー ト通 り 翫 ゐ 磁 βθへ 下 った 所 まで で し た 。 この 間 に は小 さ な 通 り

や狭 い 小 路 が た くさ ん あ っ て,そ れ らす べ て の名 前 は,今,思 い 出 せ ませ ん 。

残 念 な こ と に,空 襲 で爆 撃 さ れ て し ま い ま した が,そ こ に は,と て も素 晴 ら

しい 古 い家 々 が 並 ん で い ま した 。角 地 に は,風 景 画 に 出 て くる よ うな 家 が あ っ

た の で す 。

〈カンネンギーサー通 りの家>

1915年 に,カ ンネンギーサー通 りKannengieBerstraBe34番 に越 し,そ こ

に1919年 まで住んでいました。今度は,4部 屋の住居で,下 の階へ行 く途中

の階段室に トイレがあったのを覚 えています。台所 と短い廊下がありました。

それに屋根裏 と地下室 もよく覚 えています。掃除道具 を入れてお くための物

置 も住居の中にありました。ここで,17年 には弟 のゲアハル トGerhantが 生

まれました。私たちは3人 きょうだいですから,両 親 と子供3人 の計5人 で,

ここに住んでいたわけです。間借 り人 も親戚の者 も一緒 に住んだことはあり

ません。ただ,と きどきラインラントRheinland地 方から親戚が訪ねてきま

した。 この住居で,私 はブラウンシュヴァイクの革命 を体験 しました。 この

家 は,ブ リューダー教会Bntderfeircheと ツォイクホーフZeughofの 中間に

あって,私 たちの住居 は3階 だったのですが,背 の高い建物でしたか ら,窓

からは,よ その家々の屋根を見下 ろしていたものです。カンネンギーサー通

りに建っていた家々は,全 般的には,木 組みの家が多 く,ブ ラウンシュヴァ

イクの古い町並みの一角だったということです。

カンネンギーサー通 りの私たちの家の向かい側の家の屋根窓か ら銃撃が

あったのを,覚 えています。 しかも,そ の場で,じ かに見たのです。銃撃戦
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が どん な風 に行 な わ れ た の か を ま だ 覚 えて い ます 。 もち ろ ん,そ れ は ち ょっ

と した,ほ ん の 小 さ な蜂 起 で し た 。彼 ら は,当 時,ス パ ル タ ク ス 団 と言 っ て

い た組 織 で,典 型 的 な,っ ま り,明 らか な プ ロ レタ リア ー で した 。 この銃 撃

戦 は,す ぐに終 わ りま した 。

そ れ か ら,ノ ス ケNoskeの 一 隊 が,メ ル カ ーMaercker将 軍 と一 緒 に ブ ラ ウ

ン シ ュ ヴ ァ イ ク に行 進 して入 っ て き た 時 の こ と を,ま だ よ く覚 え て い ます 。

私 は古 い 駅 に立 っ て,そ れ を見 て い た の で す 。1918年 の こ とで した 。

〈シュロス通 りの 『フォルクスフロイン ト』の家〉

次に,私 たちは,シ ュロス通 りSchloZ3straβe8番 の『フォルクスフロイン ト』

社屋内の住居に住みました。父が1919年 か ら,こ のフォルクスフロイントの

家の管理人 として働 きはじめたのです。

それまで,父 は,1917年 から飛行隊第7補 充隊の駐屯するプロイツェムへ

行っていました。飛行場 もここにあったのです。そして1919年 まで,プ ロイ

ツェムの飛行隊の清算事業団で働 いていたのです。父 は,配 管工だったので,

今風に言うなら地上勤務員 というのでしょう。ほんの短い間ですが,こ こで

労働者・兵士職場委員会Arbeiter-Soldatenratの 委員 になりました。労働者階

級か らは,唯 一,父 だけが委員 に選ばれて,他 の委員はみな飛行隊補充隊士

官だったのです。父は18年 の9月 までは,た しかに兵隊だったのでしょうが,

その後は,軍 隊がな くなりましたか ら,清 算事業体 に属 していたのです。も

ちろん,清 算が終わった ら,「解散だ」と言われて,父 は,党 の友人仲間 に聞

いて回り,管 理人の仕事につ くことができたのです。後に父が母 に語ったと

いうことですが,管 理人の仕事が安定 していたからということでした。

『フォルクスフロイント』の住居には,4部 屋ありました。いつ も大 きな住

居にめぐまれて,ラ ッキーでした。私の舅姑は,5人 も子供がいたのに,そ

の程度の大きさの住居には住めませんでした。私の両親の家は,そ れほどプ

ロレタリア的ではあ りませんでした。私の父は,た ぶんお腹いっぱい食べる

ことのできる市民階級の出身だったのでしょう。つまり,金 持ちの市民では
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な い けれ ど,小 市 民 階 層 の 出 身 だ っ た の で す。 こ こ の住 居 に は,廊 下,地 下

室,屋 根 裏 の物 干 し場,そ れ に住 居 内 に洗 濯 室 まで あ り ま した 。 私 た ち が 引

越 して くる まで は,住 居 は ひ とっ しか なか っ た の で す。

後 に,USPDとSPDが 合 併 し,労 働 組 合 が み な入 居 して き ま した 。そ して,

た と え ば調 整 局 な どの戦 時 機 関 が 『フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』 の 建 物 内 に あ っ

た の で す が,こ うい った 機 関 は,1920年 か ら1921年 に退 去 し ま した 。赤 い 城

と呼 ぼれ て い た,『 フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』社 屋 内 の党 書 記 局 事 務 所 は,4階

に あ りま した 。 下 の階 は経 理 課 で した 。 ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク の近 郊 も含 め

た大 き な郡 支 部 とブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク市 支 部 の 二 つ の 党 支 部 事 務 所 が 入 っ

て い て,ど ち ら も独 立 した 事 務 所 で,書 記 長 も各 々 別 に い ま し た 。 そ こへ,

20年 か21年 で す が,一 度 に昔 の労 働 組 合 が こ の建 物 の 中 に入 っ て き た の で

す 。 主 だ っ た もの で は,金 属 労 働 者 同 盟Metallarbeiterverband,木 材 労 働 者

同盟Holgarbeiterverろand,書 籍 印 刷 工 同 盟Bucharzacleerverband,衣 料 労 働

者 同 盟Bekleidzangsarbeiterverband,食 糧 ・飲 料 労 働 者 同 盟IVahrungsmittel-

undGetntnkearbeiter,運 送 労 働 者 同 盟TransPortarbeiterな どの い くつ か の

名 前 だ け を覚 えて い ます 。 これ らの 労働 組 合 は,そ の間,む か しUSPDの 新

聞 だ った,『 フ ラ イ ハ イ ト』`Freiheit'社 屋 に間 借 り して い ま した 。 『フ ラ イハ

イ ト』社 屋 は,当 時,シ ェ ッペ ン シ ュ テ ッタ ー 通 りSchbPPenstedterStraBeに

あ っ て,い くつ か の 労 働 組 合 の 事 務 所 が 入 っ て い た の で す。 ヴ ェ ル ダ ー 晩 処

舵 γ に も労 働 組 合 会 館 は あ りま した が,私 の 時 代 に は も う あ り ませ ん で し た

が,私 は父 か ら聞 い て,そ の こ と を知 っ て い るの で す 。

この シ ュ ロ ス 通 りSchloBstraBe8asの 住 居 に は何 で も あ り ま し た。 トイ レ

は,も ち ろ ん,住 居 内 に あ り ま した 。 風 呂 も あ りま した が,最 初 は,地 下 室

で入 浴 し ま した 。 これ ら の設 備 は,す べ て会 社,つ ま り新 聞 社 が整 備 し て く

れ た も の で す 。 『フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』 は,リ ー ケ 出版 社YerlagRieke&

Co.が 出 して い ま した 。 前 身 は,ハ イ ン リッ ヒ ・リー ケ社HeinrichRieke(G

Co.で した 。 『フ ォ ル ク ス フ ロ イ ン ト』は,社 民 党 の大 機 関 誌 と して 印 刷 さ れ

ま した し,だ ん だ ん大 き くな っ て,本 当 に 良 い 会 社 で した 。 しか し,そ れ は
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ナチがやって くるまででした。その後,『ブラウンシュヴァイガー・プレッセ』

`BraunschweigerP
resse'が発行 されましたが,『ハ ンブルガー・モルゲンポス

ト』`HamろurgerMorgenPost'同 様に,ど こで もみな同じく苦労 をした末に,

崩壊 して しまいました。

昔の労働者は,自 前の機関誌を読 まなけれぼならないということを知 って

いました。他の新聞は,金 持 ちや資産家のためのものです。つまり,有 産階

級のために書かれているのです。それで,こ の機関誌の 『フォルクスフロイ

ン ト』は,そ こら辺にいるごく普通の人び と,労 働者階級の生活 と活動のた

めのもので した。特に教育 して くれるもので した。新聞には教育 して くれる

ような要素がなけれぼいけません。それが,新 聞には大事なことなのです。

政治のことだけではなくです。た とえば,当 時,文 芸欄 もあ りましたし,ま

た有能な編集者たち もいました。私は彼 らととても良い知 り合いになりまし

た。私 は,い つもまった く知識 に飢えた,若 い人間で した。また絵画や線描

画の展覧会などにも行 きました。それに工芸学校 に行っている友人たちもい

た り,そ の ことによって,少 しばか り,そ の世界 に惹かれるようにな りまし

た。それに芝居などを見にも行 きました。当時,芝 居の評論家の友人がいて,

彼か ら 『フォルクスフロイント』経由の芝居の切符 をもらいました。 この新

聞は,批 評のために,一 年中,通 しの切符をもっていて,つ まり,い つも定

席を確保 していたのです。 この切符が,会 社の人間にですが,渡 されていた

というわけです。

ここの住居には5人 で住んでいました。私は,こ の住居でいちばん素晴 ら

しい年月を過 ごしました。子供 の私にとって,い ろいろな興味深いことがあ

りました。私は両親の一番上の子供でしたか ら,そ れ らしく振 る舞わなけれ

ばりませんで したが,あ る時は植字工の作業所へ行 った り,あ る時は端物印

刷の植字作業所,機 械植字作業所や,そ れに下の階の輪転印刷作業所などに

行 きました。そういう作業所や,そ こに出入 りしている多 くの人びとも,少

女時代の私にとても大 きな印象を与えたものです。

『フォルクスフロイン ト』で とても素晴 らしい時代 を過 ごした とは言 うもの
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の,ナ チがこの建物 を占拠 してからは,と ても汚 らしく,み すぼらしく見え

ました。私達が住んでいた頃は,ど こもぴかぴかでした。1913年 に建て られ

たのです よ。本当に,際 だって美しい建物でした。

[H氏]

私 はず っ と,今 は赤 十 字 ハ イ ム が あ る,コ ル フ ェ ス通 りKo7ffesstraBeの 向

か い 側 の,カ ス タ ー ニ エ ン ・ア レ ーKastanienallee38番 に住 ん で い ま し た。

き れ い な住 宅 地 で す 。母 は,こ こで 生 まれ た の で す 。カ ス タ ー ニ エ ン ・ア ン ー

の はず れ の プ リ ン ツ ェ ン公 園Prin2enParkへ 続 く場 所 で した 。

4.労 働者居住地域の様相

[H氏]

ラ ンゲ 通 りLangeStraBe,マ ウ ア ー ン通 りMauernstraBe,ヴ ェ ー バ ー 通

りMZeberstraBe,ク リ ン トKlint,ヴ ェ ル ダ ーVVerderに 住 ん で い る労 働 者 は,

私 た ち とは 区別 され る べ きで し ょ う。 これ らの 通 りは,純 粋 に労 働 者 の 住 む

通 りで,こ この 住 人 は,は っ き り した 低 階 層 の プ ロ レ タ リア ー な の で す 。 た

とえ ぼ,ニ ッケ ル ン ク ル グ 〈碗 劒 嬬 娩 や ノイ エ ・ク ノ ッヘ ンハ ウ ア ー 通 り

.〈leueKnochenhazaerstraBeも この 中 に入 る の で す が,こ れ らの 通 りは,貧 乏

人 中 の 貧 乏 人 が住 む地 域 な の で す 。 こ こ ら辺 は,家 賃 が も っ と も安 か った の

で す 。

私 た ち の住 む所 に は,た とえ ぼ プ リ ン ツ ェ ン公 園 が あ っ た り して,私 た ち

は 自 由 に走 り回 れ ま し た が,そ この 辺 りで は狭 苦 し い場 所 に み ん な が押 し込

め られ て 暮 ら して い ま した 。 家 々 に は中 庭 は な くて,家 の後 ろ に空 き地 が あ

る だ けで し た 。ラ ン ゲ通 りな ん て,ひ どい もの で した 。 ラ ンゲ 通 りは,現 在,

新 市 庁 舎 が 建 っ て い る通 りで,シ ュテ ィ フ トガ ッ セ&鞠 薦∫θに よ っ て,分 割

さ れ て い ま した 。 ラ ン ゲ通 りの 中 で も,中 へ 入 っ て い く と,違 い が あ り ま し

た。 手 工 業 の親 方 も住 ん で い た もの で す 。
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キ ュ ッヘ ン通 りKtz'chenstraBeや,そ の ラ ン ゲ 通 りの シ ュテ ィ フ トガ ッセ

へ 通 じ る右 側 の 方 に は,労 働 者 が 窒 息 し そ う な ほ ど に ぎ ゅ う ぎ ゅ う詰 め に

な っ て暮 して い ま した 。 通 りで は,人 び とが,地 べ た に坐 っ て い ま した 。 そ

う い う労 働 者 の住 む場 所 だ っ た の で す。 マ ウ ア ー ン通 りを通 り抜 け よ う と し

て も,通 り抜 け る こ とは で き ませ ん で した 。 一 度 な ど,私 は,車 道 を歩 き ま

した 。 な ぜ っ て,南 京 虫 が 寄 っ て くる よ うな 気 が した か らで す 。 マ ウ ア ー ン

通 りの,片 側 の家 々 に は,庭 が あ りませ ん で した 。 つ ま り,家 々 の 背 後 の庭

が,す べ て シ ェ ッペ ン シ ュ テ ッ ター 通 りの 家 々 に属 して い た か らで す 。 この

界 隈 の労 働 者 は,と にか く密 集 して,狭 っ 苦 し い環 境 に住 ん で い ま し た。 だ

か ら,私 た ち の住 環 境 とは,ま った く違 っ た の で す 。 で も,私 は彼 ら と色 々

な こ とを一 緒 に し ま した 。

ベ ッケ ン ヴ ェル カ ー 通 りBeckenwerkerstraβeは,こ れ らの通 りほ どに悪 い

状 態 で は あ りませ ん で した 。 そ の 通 りに は,き ち ん と した 人 び と も住 ん で い

ま した 。ラ ンゲ 通 りが,も っ と もが らの 悪 い通 りで し た。昔 は,ベ ッ ケ ンヴ ェ

ル カ ー 通 り とノ イ エ 通 りNezaeStraBeの 住 人 は,み な手 工 業 者 だ っ た の で

す 。 ベ ッケ ン ヴ ェ ル カ ー 通 り と ノイ エ 通 りの 家 並 み の 後 ろ側 は,ど こ も大 き

な庭 で した 。 素 晴 ら しい 庭 で した 。

私 た ち の 家 に は,マ リー エ ン通 りMarienstraBeに 向 い た,と て も大 きな庭

が あ り ま した 。 大 きな 果 樹 園 もあ りま した 。 この庭 に な い果 物 は,ミ ュ ッケ

ン ブル ガ ー 池MtickenburgerTeichの 後 ろ の,城 の,領 主 の庭 か ら静 か に こ っ

そ り と,無 断 で 持 ち去 りま し た。そ れ が 何 を意 味 す る か は 分 か る と思 い ます 。

しか し,こ れ は,ヴ ェー バ ー通 りや ラ ンゲ 通 り,あ る い は マ ウ ア ー ン通 りや,

ク リン ト,ヴ ェル ダ ー な どで起 こ る こ と と は,別 物 な の で す。 秋 に な る と,

私 た ち は 農 園 か らジ ャガ イ モ の残 りを掘 っ た り し ま した 。 もち ろん 裸 足 で芋

掘 りに行 き ま し た。 私 た ち は,自 由 に そ ん な こ と もで きた け れ ど,彼 らは で

き な か っ た の で す 。 ミュ ッケ ンブ ル ガ ー池 で は,遊 泳 禁 止 で した 。 監 視 人 が

来 る か ど うか 見 張 りを し,監 視 人 が 来 る と,服 を着 た ま ま,池 の 中 に入 っ て

隠 れ ま した が,彼 ら は,外 に立 って い ま した 。 私 た ち は水 の 中 で す 。 彼 ら は
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外で立ちんぼうなので,諦 めて帰 りました。

[H夫 人]

子だ くさんで,父 親 と母親の両方が働いている家庭の母親たちは,本 当に

やつれて見 えました。労働者の家庭 の母親 たちは,ケ ーテ ・コルヴィッツ

KntheKollwitzの 女性労働者の像みたいに,心 痛のためにやつれて見えまし

た。彼女たちの髪 はくしゃ くしゃでしたし,本 当に惨めに見 えました。栄養

不良の母親たちもいたのです。私たち もカンネンギーサー通 り34番 に住んで

いた ことがありますが,い ろいろな家が並んでいて,ジ プシーの住む家 もあ

りました。また古 くて崩れそうな家が,た くさんあ りました。

5.学 校生活

[H夫 人]

私の時代 は,学 校では,そ の昔のように,怒 られた りすることはありませ

んでした。私たちの学校 にいた年寄 りの先生のことを覚えていますが,彼 は,

クラス担当ではな く,病 気の先生の替わ りに一度だけ,私 たちのクラスに来

たのです。その彼が滑って転んだのです。ちょうど,長 い休暇が終わった後

で,学 校の教室の床 に油が塗 られていたからです。子供たちはみな,笑 いま

した。そこで,第1列 目の生徒 は,ほ っぺたを少 しぼか り,な で られただけ

でした。 しかし,他 の生徒たちは,前 に出て,図 突 き棒でお尻 を叩かれまし

た。その1回 きりで した。他 には思い出せません。1918年 以降は,教 師たち

も,い ろいろな点で,少 しは,改 革路線 にのったのです。

私のクラスで一番成績の悪い女の子がいましたが,彼 女は,い わば,い じ

められっ子でした。学校で,余 りよく勉強のわか らない子がいると,そ の子

は,い つも馬鹿者 と言われました。昔は,教 師が,た くさんはいなかったか

ら,こ ういった少し理解力の劣る子供たちの面倒 をみる暇 はなかったのです。

多少 とも,罰 として課せ られる宿題は,あ りました。あるいは,居 残 りさ
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せられました。で も,居 残 りの生徒たちは,そ の間,た だ坐っているだけで

した。その間,教 師はクラスの成績 をつけた りする仕事 をしていて,居 残 り

の生徒の方も見ないのですか ら。

私の同級生 にバレーを習っている女の子が二人いました。彼女たちは,香

水 をつけていたのですが,ま った く清潔 というわけではなかったのです。つ

まり,下 着 をよく替えていないような臭いがしたのです。だか ら,教 師達か

らも変な目で見られ ました。私たちも嫌悪感をもっていました。私たちには,

なんだか 「みだら」に感 じられたのですが,で も,彼 女たちの生 きている世

界 は,私 たちとは別の世界だったのです。彼女たちは,風 疵癬 もちでした。

私 は,そ の一人の女の子か ら颪をうつされました。当時,風 は学校生活には

つきものでした。

私 は,ス ポーツ協会の活動を通 じて,す べての学校の体育館だけは,よ く

知っているのですが,ハ インリッヒ通 りの国民学校の体育館は,木 の床で し

た。古い学校 はみな,木 の床で したが,コ メニウス通 りの体育館は,リ ノリ

ウムの床でした。 この学校は,当 時 としてはモダンな学校だったのです。

[H氏]

私 は,ま ず ハ イ ン リッ ヒ通 りHeinrichstraBeの 国民 学 校 に,そ れ か ら,さ

い この2年 間 は,コ メ ニ ウス 通 りComenizasstraBeの 国 民 学 校 に通 い ま した 。

コメ ニ ウ ス通 りの 国民 学 校 は,昔 は中 級 市 民 学 校 で した 。 昔 は,学 校 制 度 が

今 と違 っ て,下 級 と中級 が あ っ た の で す 。 そ れ に,授 業 料 を払 わ な けれ ば な

り ませ ん で した 。下 級 の 方 で は,6学 年 に分 か れ て い ま した 。6学 年 の上 に,

さ ら に 中級 の ク ラ ス が あ る の で す 。 最 初 に6年 問 通 い,そ れ を終 了 す る と,

さ ら に2年 間,中 級 ク ラ ス に通 う の で,8年 間 通 うの で す 。私 は1907年 に生

まれ,1913年 に国 民 学 校 に入 学 し ま した 。1919年 まで の,最 初 の6年 間 をハ

イ ン リ ッ ヒ通 りの 国民 学 校 で 過 ご して,そ の 後,コ メ ニ ウス 通 りの 学 校 に通 っ

た の で す 。 コ メニ ウ ス 通 りの学 校 は,最 近,創 立75年 を祝 い ま し た。
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ハインリッヒ通 りの学校では,教 師が生徒を殴 りました。プランゲという

8人 兄弟の家の生徒が,い つも朝,教 師に何か質問され,答 えられずに,尻

をぶたれてい ました。良 く理解できない子に対 して理解がなかったのです。

教師たちは何 もしてや らなかったのです。「お前はできなかったのか?こ こ

に来い。尻 をぶってやる」 と,そ れで良しとして,他 には何 もしなかったの

です。

学校では,労 働者の子供たちは,差 別 されました。ケースにもよ りますが,

たとえば,私 のクラスには,二 人の子供がいました。ひ とりの子の親は,マ

リーエン通 りに櫛の製造工場 をもっていました。 もう一人の子 もそのような

掃福な親でした。 この二人の子供 は,い つも教師にひいきされていました。

当時は,悪 い時代でしたが,彼 らは,良 い服 を着ていました。彼 らは,私 た

ちよりも,は るかに良い身なりをしていたのです。身だしなみがよく,き ち

んとした外見 をしていると,も ちろん,ず っと良 く評価 されるのです。彼 ら

は,一 度 として教師に殴られたことはありません。労働者の子供たちが,い

つも殴 られていたのです。プランゲ と,そ れにもう一人,マ ウアーン通 りか

ら通っていた子供 も,い つ も殴 られる場にいました。 しかし,プ ランゲは,

決 して目立たない男の子だったので,何 故いつも殴 られなければならなかっ

たのか,本 当にわか りません。

コメニウス通 りの学校で も殴打 はありましたが,前 の学校よりは少なかっ

たのです。教師によるのです。そういう教師ばか りではなかったのです。同

じ学校のある教師は,子 供たちのために,何 でも持ってきて くれました。父

親が兵隊の子供 にも何か と物を持ってきたのです。 どの教師 もそうだった と

いうわけではなかったのですが,こ のグロー トヤーンGroijahnと い う名前

の先生の ことは,よ く覚えています。彼 は,リ ュニ ッシュ池LynischTeichの

近 くに家庭菜園を持っていました。
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6.子 供時代の労働と遊び

[H夫 人]

ケーゲル場で,倒 れたケーゲルのピンを立てる手伝いをし,お 金 をもらっ

たことはありますが,他 には仕事をしたことはあ りません。お金 といっても,

硬貨 をいくつかもらっただけです。 これは小遣い として使いました。家の生

活費の足しのために,両 親 に渡す ということはあ りませんでした。

私 は女の子ですか ら,も ちろん,家 事 を手伝わなけれぼなりませんで した。

家事に関する最初の知識 は,母 から教わ りました。私の母 は,家 事のすべて

のことをいくらかできるように私 を躾たのです。靴磨 きや,当 時 は,ア イロ

ンかけの仕事 も大事で した。アイロンかけは,14才 になってはじめてしまし

たが,私 は,家 政科の学校 に通い,そ こでアイロンか けも習ったのです。縫

い物 も習いました。

私の家では,母 が主 として家事をしていました。本当に,父 は家事 にっい

ては,ま った く亭主関白だったのです。

『フォルクスフロイン ト』社屋のす ぐそばのエルシュレーガー通 りOlsch一

碗g〃StraBe10番 の家には10家 族が住んでいました。そこに住む女の子た

ちは,ほ とんどが私よりも1才 か2才 年上でしたが,少 な くとも6人 の女の

子がいて,私 たちは人形遊びをしました。「ラルティエ」Larijeと呼んでいた

ボール遊びもしました。その他にも,板 石で舗装 された路上で走 り回る「エ ッ

キ,ど こか ら来 るの?」 などという遊びもしました。そういう遊びは,今 は,

もう路上ではできません。決められた面の4つ の角に向かって走 るのです。

シュロス通 りの家々にあった,大 きな中庭で子供同士で,よ く遊びました。

女の子たちは,家 の中でもよく遊びました。お城の庭でも遊 びました。隣近

所の同じ年頃の子供たち と遊んだのです。学校の友達ではなく,近 所の遊び

仲間たちです。私の場合 は,こ こに親戚がいませんでしたか ら,親 戚の子供

たちではありません。少し大きくなってからは,よ くハイキングにも行きま
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した。

私は,ず いぶんスポーツに時間をさきました。た とえば,夏 には,今 の市

営ホールのある,レ オ ンハル ト広場LeonhardsPladeで いろいろなスポーツを

しました。週に1度,2時 から5時 までそこでスポーツをしましたが,ほ と

んどラウダーズ(:革 製のボールをバットのような棒 で打つ競技,各12人 の

選手からなるチームの問で争われ,多 少野球 に似ている)を していました。

それか らジ ョキングもしました。カンペ通 りCamPestraBeの 辺 りを走 りまし

た。あの辺 りにはた くさんの木がありましたが,今 はもうすっか り様相は変

わっています。

学校時代の最後の数年間は,午 後に学校以外で手芸 をしました。きちんと

した手芸ができるように,12才 から習ったのです。この時期には,そ の他に,

速記や体操,民 族舞踊 をしていました。晩 になると,青 年組織の仲間 と民族

舞踊 を踊ったのです。民族舞踊 は晩だけでした。

私 は,子 供時代には,と ても満足していました。 自由になる遊びの時間も

た くさんあ りました。学校の宿題 をしてしまうと,他 にしなけれぼな らない

ことはなかったので,一 度 として自由な時間がないなどと言って,嘆 いたこ

とはありません。

[H氏]

子供 の頃は,働 いた事 はありません。せいぜい,ケ ーゲル場でピンた立て

の手伝 いで,一 晩に3マ ルクもらいました。もらったお金を何に使 ったのか

は覚 えていませんが,小 遣いに使 ったのです。私の学校時代は,イ ンフレ'の

時代だったから,石 炭運 びなんて,石 炭がないのにできるわけがなかったの

ですよ。私の家では,母 が主 として家事をしてい ました。私は,食 器を洗っ

たりしましたが,他 には,家 事の手伝いはしませんでした。だから,自 由に

なる遊 びの時間はた くさんありました。私は同じ年頃の子供たちと比べて,

自由な時間は多い方でした。

私たちは,プ リンツェン公園Prin2enParleの そばに住 んでいましたか ら,
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学校が終わると,外 に出て遊びました。私たちの家には,5人 の子供がいた

か ら,住 居の中で遊ぶ余裕はあ りませんでした。プ リンツェン公園は,私 た

ちの狩猟場でした。子供たちは,木 を登 った り降 りた りして,管 理人を怒ら

せ ました。今は,プ リンツェン公園の中を歩けるけれ ど,昔 は,そ うじゃな

かったのです。でも,私 たちは,中 に入 って走 り回 りました。管理人が犬を

放 していて,私 たちが芝生の中に入 ると,犬 をけしかけたものですが,犬 は

かんだりはしませんでした。鼻面を私たちのお尻 に押しつけて,転 ばしたの

です。犬 はそういう風に訓練 されていたようです。そういったことは忘れま

せん。

私たちの住んでいた同じ建物の中に,親 戚たちも住居を持 っていたので,

一軒の建物 の中に,18人 か19人 の従兄弟や従姉妹がいました。ものすごく騒

がしかった ものです。しょっちゅう,殴 り合いなんか もしました。私たちは,

プリンツェン公園やヌスベエルク八物β舵㎎,ミ ュッケンブルガー池 〃魏舵η一

burgerTeich,そ れにブッフホルス トBzachhorstな どで遊びました。私は公

園でた くさん遊んだので,自 然が好きになったのです。「季節が来て,き の こ

採 りをしたけれぼ,あ そこの上の線路の方へ行 けぼいい」 と言った先生がい

ました。それで,私 たちは,ブ ッフホルス トへ行 って,茸 採 りをしました。

それで,今 で も私 は茸のことを良 く知 っているのです。

それに,キルシェンアレーKirschenalleで サクランボを盗ったりとか,そ の

年頃の男の子たちが好むような ことをしていました。今,警 察のスポーツ協

会がある場所は,当 時,砂 の採取地跡の大きな穴で した。そしてプリンツェ

ン公園の前の砂の採取地の穴 は,小 さかったのです。 ここで,小 さな子供の

時に遊びました。その後 ろの方の大 きな穴では,大 きな子供 になってか ら遊

びました。その後 ろ側をずっ と歩いてい行 くと,ミ ュッケンブルガー池があ

りました。 この池は,今 はリューニッシュ池 と呼ばれていて,ス ポーツ場に

なっています。私は,ミ ュッケンブルガー池で泳 ぎをおぼえました。私がぜ

んぜん泳げないのに,兄 たちは私を池の中に放 り投げ,そ れで泳ぎをおぼえ
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させ られ ま した 。

7.親 子 関係

[H夫 人]

私の母は,勤 勉で,清 潔で,き ちんとした女性でしたが,と ても冷たい性

格の人で した。彼女 は母親の愛情 を知 らずに育ったのです。私たちも同じで

す。昔は,子 供は今のように甘やかされませんで した。彼女は,私 にとって

は,い つ もきちんとした良い母親で,私 は父親っ子でした。父 も,小 さい頃

から私を可愛がって くれました。私の家では,そ ういう家族関係だったので

す。

私の父は,子 供たちにたいしては高飛車で,殴 られたこともあ ります。私

の弟 は,棒 で叩かれたこともあります。それは,彼 が落第した時のことで,

激 しい殴打 を受けました。それにた とえぼ,嘘 をついた時 もです。 とても厳

しかったので,時 々,嘘 をつ くことになって,ば れた時は,そ れこそ大変で

した。

母 は,殴 ることはな く,説 教だけでした。私の父自身 も厳 しく育てられた

のですが,彼 は,多 分,そ れで自分をい くらか発散 させたのでしょう。私 は,

だから,い つも「そういう風にあなたの子供たちを育てるべ きじゃあないわ」

とも言った ものですが,で も私は,父 をとても愛していました。私が父か ら

最後に一発お見舞いされたのは,も う夫 と付 き合っていましたか ら,か なり

大人なってからです。母が 「お前 は何時に帰ってきたの?」 と訊いたので,

私は 「12時を回ってたわ」 と答えたのです。

14才 になった後,大 目玉をくらったのは,靴 を買ってもらった ときのこと

でした。父は,こ のような物には,と て も細かかったのですが,私 は,自 分

で靴 を買って くるように と父か ら15マ ルクもらい,学 校へ行きました。私は

15才 か16才 でした。靴屋にはべ一ジュとグレーの素敵 な色の靴がありまし
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た 。20年 代 に,こ の色 が 流 行 し た の で す 。 この 靴 が15マ ル ク50ペ ニ ヒで し

た。 父 は,「15マ ル ク だ けだ よ。 そ れ 以 上 は ダ メ だ 」 と言 い ま した が,私 は,

だ だ を こね て,と う と う父 は,50ペ ニ ヒ を私 の頭 に投 げ つ けた もの で す 。 も

う一 度,靴 屋 にお 金 を持 って い き,お 目 当 て の 靴 を手 に入 れ ま した が,5マ

ル ク の 靴 もあ り ま し た。 で も,こ れ は,と て も簡 素 な靴 だ った の で す 。 本 当

に父 は,こ こ まで は良 い が,そ れ以 上 は ダ メ だ な ど とい う原則 を振 りか ざ し

て,細 か か っ た の で す 。「15マ ル ク以 上 は ダ メ だ!」 な ん て言 って 。私 た ち は,

靴 は,ほ とん ど ク リス マ ス 後 に買 っ て も らい ま した 。 本 当 に,ク リス マ ス 後

に値 段 が 下 が っ た か らで す 。

私たちが子供の頃は,た だ大人が政治について話 しているのを聞いていた

だけでしたが,大 きくなってか らは,私 の家ではいっも政治について,話 を

しました。母は,た だ聞いているだけでしたが,台 所の仕事 をしていない時

には,そ の場にはいました。で も議論 に積極的に参加 したというわけではあ

りません。彼女 は党員で,党 の婦人部の夜の集会に行っていました。父 も,

彼女 を党の大会などに同伴 していました。だから,彼 女 は,自 分がどこに属

するのかは知っていたのです。

私 は,よ く父 と熱 くなって議論をしました。「つまり,お 前もドイツ民族主

義者の仲間になったのだな!」 と罵倒 された りして,そ うなると彼は,も ち

ろん鉄のようでした。彼 は,よ く怒 りました。私は 「ちがうわ。 きちん と聞

いて くれなきゃあ,困 るわ。左に行 くか右にい くかしかないのね。いろいろ

な面を見て,そ こで良いと思うことを見 ようとしているのよ」 と私が言った

りしました。

[H氏]

私の父は,私 たちを殴った事はありません。両親は子供たちを殴った りし

ませんでした。私の家では,母 はお金のことについては,話 しませんでした。

しかし,た とえば,「 もうお金がないわ!も うお金がないわ!」 などと母 は



日常生活史一H夫 妻の場合 ヱ33

言いましたが,そ れは,私 たちが失業 していた時代で,生 活保護 もうけてい

ましたし,た だ「ぜんぜんお金がないわ」「お前は,も っと食費を出して くれ

ないとだめだよ」 と母が言い,そ れで終わ りです。特別 に話はしませんで し

た。私は,い っも余分に食費を渡す人間で した。父はそうではなかったので

す。昔は,ど この家でもそういう慣習でした。私は徒弟奉公で稼いだ3マ ル

クのうち,2マ ルクを出さなけれぼならなかったのです。

私の父は,左 翼でしたが,と ても寡黙だったので,私 たちは家で政治につ

いて話すことなどはありませんで した。彼は,自 分が どこに属すのか知って

はいました。私たちは,当 然の ことなが ら,い つも『フォルクスフロイン ト』

を読んでいました。しか し,そ れ以外 には,何 も話 しませんでした。私 も兄

たちもです。

もちろん,私 の両親は,左 翼の考 え方をしていました。 もちろん両親 は左

翼で した とも。そうでなければ,14才 の子供の労働組合加入 とか,そ んな行

動を許すわけがありません。14才 や15才 では,自 分が何 をやって,ど んな位

置にいるのかは分からないのですか らね。父か らは,何 らかの形でいっも刺

激 されていました。第一次世界大戦中に経験 したことなどもそうです。 とい

うの も,戦 争が始 まった時には,私 はまだ7才 か8才 だったのですが,戦 争

中,私 はかなりのことを父 と一緒に体験 しました。その経験が私の頭からは

なれないのです。

8.結 婚

[H夫 人]

私 が 夫 と知 り合 っ た 時 は,彼 は失 業 中 で した 。 私 達 は,ラ イ ヒ スバ ンナ ー

Reichsbanner(ド イ ツ国 旗 党:ワ イ マ ル 共 和 制 擁 護 を 目的 に1924年 設 立,

1933年 ナ チ に よ って 解 散)の 主 催 す る,あ るパ ー テ ィで 知 り合 った の で す 。

私 は,宝 くじ で夫 を獲 得 した の で す 。 そ の パ ー テ ィの 場 所 で,私 は,宝 くじ

を売 り歩 い た の で す が,そ こで夫 と一 緒 に ダ ンス を して,知 り合 っ た の で す 。
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夫 と知 り合 う前に,私 には好 きになった男の人がいて,そ の人の子供を生

んでい ました。私は,そ のことを夫 に話 しましたが,同 じように夫 も自分の

性的な関係 もっつみ隠さず,私 に話 して くれました。夫 は,青 年運動の中で

の自由さによって,そ ういう風に,開 けっぴろげになったのです。

私 の 母 は,私 と夫 が,ま た そ ん な 関 係 に な らな い よ うに,二 人 一 緒 の 時 は

い っ も監 視 して い ま した 。 それ な の に,私 た ち が 婚 約 した ら,も う ま った く

監 視 しな くな っ た の で す 。 あ る時,一 緒 にパ ー テ ィ に行 っ た 帰 り,夫 が 私 を

家 まで 送 っ て き ま した 。 夫 は アル コ ー ル を飲 ん で い た の で,「 家 に帰 らず に,

こ こに い な さ い」 と私 は 言 い ま した 。 それ で私 は夫 を居 問 に連 れ て い き ま し

た 。 彼 はア ル コー ル で 完 全 に酔 っ て い た の で す 。 私 は,や っ との思 い で,彼

を階 段 の 上 まで 引 っ張 り上 げて,服 を脱 が せ,ソ フ ァ ー に 寝 か せ ま した 。 寝

室 に い る私 の両 親 は とい え ば,母 は,物 音 を 聞 い て,「 あ ら,あ ん た,そ こで

何 を して い る の?」 と訊 き ま した 。 私 は,「 え え,エ ー リ ッ ヒ を連 れ て きた の

よ。 お酒 を飲 ん で,ま っ た く酔 っ ぱ らっ て し まっ た か ら,カ ス タ ー ニ エ ン ・

ア レ ー の 家 ま で歩 い て行 けな い の よ 。 彼 は,私 を家 に送 っ て き て くれ た けれ

ど,家 に 帰 る まで に転 ん だ り,何 か起 こ って し ま う とい け な い か ら。」と答 え

ま し た 。 私 が 思 う に,母 は,そ の夜 は 一 分 間 も心 安 らか で い られ な か った で

し ょ う。 私 は,自 分 の 部 屋 で 寝 た とい うの に,多 分,私 が 夫 と何 か す るだ ろ

う と考 えた の で し ょ う。 つ ま り,母 は,何 度 も何 度 も起 き た の で す 。 これ は,

1932年 に私 と夫 が 知 り合 っ た 時 の こ とで,夫 が25才 の 時 で した 。

私たちは,1932年 の聖霊降臨祭の祝 日に,ハ インベルゲ1力 励6㎎6へ 行 っ

たのですよ。ヴォールデンベルクWohldenbergの 城跡の城壁の上 に坐って,

そこで夫 は,私 に指輪をはめて くれたのです。指輪のことは,そ の前に言っ

て くれてはいたのですが,突 然のことでした。 こうして,聖 霊降臨祭の月曜

日には婚約して家 に帰ってきたのです。

私の父は,33年 に逮捕 されました。33年 から34年 にかけて家にいなかっ
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たのです。そして35年 に再び逮捕されたのです。私たちは34年 か35年 には,

もう所帯 を持つことができたはずなのですよ。でも,い つも父がいなかった

のです。私はとても父が好 きでしたし,夫 も,も ちろん,父 が好 きで した。

だか ら,私 たちは,父 なしには,絶 対に結婚式をした くありませんで した。

そうこうするうち,36年 に,私 たちは,や っと夫が準備 した住居に入居 しま

した。彼 は住居を自分の手で修繕 したりして,住 めるようにしたのです。

9.性 ・避 妊 ・妊 娠 中 絶

〈性〉

[H夫 人]

私は,17才 の時に,あ る男の人 と知 り合いました。その時,こ れは大恋愛

だと思ったものです。 それまで,私 は,と ても活発なタイプで,内 面的な葛

藤などはあ りませんでした。だれか男の子 を感 じがよい と思った りしただけ

でした。私 は,あ る合唱団にいました。少年合唱団です。男の子たちが私の

前 に坐 り,私 はいつ も少年合唱団で,団 員が欠員になった ときなどに合唱 を

助 けたのです。その合唱団は,労 働者の合唱団ではな く,ブルジョワのグルー

プに属す もので,一 流の合唱団でした。良い指導を受けていて,良 い声の合

唱団だ と父が認 めて くれたので,労 働者の合唱団でもないのに,一 緒に合唱

していたのです。私は,い つも男の子たちと一緒にいたものですが,恋 の火

花が散 ったことはありませんでした。で も,そ こで,私 はある男の人 と知 り

合ったのです。彼は,事 態がそこまで来てしまうほどまでに,私 の頭を熱 く

させたのです。事態がそこまできてしまい,私 たちは婚約しました。で もそ

れ は私の側からだけの婚約だったのです。私の側か らは,そ れによって関係

を確固 とさせたかったのですが,父 は距離 を取 って,婚 約の場にはお りませ

んでした。婚約 は,1929年 でしたが,そ の後,解 消され ました。婚約の解消

は,男 の子が産 まれた1年 半後だった と思いますが,も うよくは覚 えていま

せん。私たちは同 じ土地 に住んではいなかったので,つ まり,彼 は,後 にハ
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ルツブルクHar2bzargに 住んでいました。そのことは,私 にとってまった くの

失策で した。その男 は,と ても外見がよ く,教 育 もあ り等々,ま た職業は商

人で,売 場主任で した。しかし,横 領事件 を起 こしてしまったのです。それ

で,私 は彼 とまだ一緒 にやってい く意味はない と考えたのです。彼 は,1907

年生まれの私の夫 と同じ年で したが,戦 死 したので,も う彼 とは何のつなが

りもありません。 もちろん,若 い女の子が初 めて恋をして,こ の男 と一生暮

らすために出会ったのだ と思ったわけですから,私 は,彼 と結婚するつもり

でした。いつも結婚に踏 み切った両親や他の人 びとの結びつ きを目の前に見

ていましたから,深 く考 えもしなかったのです。単純 に,子 供ができた ら,

結婚するものだ と考えたのです。結婚前に子供ができた ら,不 幸です。私の

両親が どのように考えたか というと,そ の男が社会主義の仲問の出身ではな

かったので,父 は,も ともとその結婚話には反対でした。それが,い つも私

に対する警告でした。父は彼をいた く拒絶 しました。 もちろん,そ れは私に

大 きな影響を与 えました。

そうこうするうちに,子 供ができて,「それで,私 にこどもが生まれるのよ」

と両親に言った時,特 に父にとっては,世 界がひっ くり返るような驚きでし

た。彼は,そ れを理解できませんでした。そして,父 は,何 度 も 「お前はい

つもとてもた くさんの若い男の子たちぢと一緒にいたじゃないか。彼 らがお

前 にち ょっとで もさわろうとしたら,お 前 はいつ も痴癩 を起 こしていたじゃ

ないか。彼 らがちょっとお前を抱 きしめようとしただけで も」 と言った もの

です。父は,家 の鍵を閉めようとする時に,私 を若い男の子が家 に送ってき

て,私 を抱きしめようとした りするのを見ていたのです。そんな時,私 には,

なぜか,何 も言い ませんでした。実際に,私 が一発お見舞いした男がいたの

です。そんなことは,今 だったら,何 とも思わないようなことだったのです

けれどね。

私は,当 時,両 親 との問に起 こった ことを,ま だ覚えています。両親 は「良

く聞きなさい。お前 は,あ の男の母親のところへ行って子供を産めぼよいの
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だ。で も,私 たちの家では産 ませないよ」 と言いました。それが私の両親の

考 え方でした。両親 は追い出すと脅 したわけです。だから,私 も家 を出て,

ハルツブルクにいた,当 時の姑の ところへ行 きました。で も1週 間後に,泣

きなが ら,家 に戻ってきてしまいました。子供 はブラウンシュヴァイクで生

みました。ハルツブルクでの生活は,ま だ若い娘の私 にとって初めての経験

でした。そこには,5人 の子供がいたのです。私は,彼 らの居場所 をとって

いるという気持ちになったのです。それに結婚 していてさえも嫌なのに,誰

かに大きなお腹を見 られるのが怖 くて,い じけてもいました。 まった く,ぼ

かげた考えを持っていた ものです。当時,私 は,子 供,つ まり最初の息子が

生 まれるのを恥ずか しい と思ったわけではあ りません。私は子供 を中絶 しよ

うなどと,ち ょっとの問でも,思 った ことはありませんでした。その反対 に,

私 はとても嬉しかったのです。だか ら,幸 せな瞬間に子供を宿 し,ま たその

子 を幸せに生んだ と言いたいです。当時は,彼 との付き合いには先がない と,

100パ ーセン トの確信がもてませんでした。私の理性は,い い夫婦 ににはなれ

ない と言ったのですが,に もかかわ らず,私 の感情 は,そ の男に惹かれてい

たのです。彼 は,い いことぼか り言って,本 当に私 を掴まえていたのです。

ハルツブルクか ら戻 って,私 はシュロス通 りの両親の家に住みました。妊

娠期間中の最後の3カ 月間,家 では,ド アの一歩手前 に坐っていることも許

されませんでした。家 に閉 じこめ られていたのです。つまり,父 も母 も私が

公共 の場に出ることを嫌ったのです。父 は,し かも『フォルクスフロイン ト』

の同僚たちに,方 便の嘘をつきました。同僚が 「お前の娘を長いこと見てい

ないが,ど うしたのだ」 と尋ねたので,父 は 「ああ,娘 はデュッセル ドルフ

にいる私の妹の ところにいるよ。」 と答えたのです。それで,子 供 を生んで,

また家に戻 っていた時に,外 へ切手を買いに出た ら,父 の同僚に出会って,

「ああ
,君 をずっと長いこと見なかったけれ ど,デ ュッセル ドルフにいたそう

だね」 と言うので,私 はとても生意気に 「いいえ,私 はこの3カ 月間,ず っ

とここにいました。子供が生 まれるのを待 っていたのですが,そ の子 も数週

間前に生 まれました」 と言いました。
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そこで,私 は両親に,「 どうして嘘 を言うの?」 と大 きく出て,言 ったので

す。 どうして本当のことを言えないので しょう。いつかは知 られてしまうの

に,と 私は思ったのです。私に,父 の同僚たちは,父 の上司やその妻でさえ

もが,ち なみに彼 らは私のところを訪ねてきて くれたのですが,「なぜ,君 の

両親が君を家から追い出したのか,ぜ ったいに理解できなかった」 と言いま

した。父の上司の奥さんや母親は,子 供をそのように扱 うということを,理

解することはできなかったのです。でも,私 の子供が生まれた日の父ほどに,

喜びで頭がおかしくなっていた人 はいなかったで しょう。子供が誕生した最

初の日か ら,私 の両親は,頭 が狂いそうなほど幸福そうでした。

[H氏]

私たちの青年運動では,性 について話す ことは,タ ブーではあ りませんで

した。私たちは,仲 間 うちでは,何 でも話 していました。当時は,男 の子た

ちが少女 と知 り合うと,誰 か らも見 られないような場所へ行 って,会 った も

のです。道の上で抱き合って,キ スをするような今の若い人 とはちがったの

です。そんなことは,暗 い ところでした ものです。その方が,ず っと素敵で

す よ。昔は,そ んなことは恥ずべ き事だったのです。それに若い女の子が,

未婚で子供を生むなんて事 は,も っと恥ずべき事で した。そんなことをした

ら,す ぐに口から口へ と噂されました。た とえぼ,「あの娘は,も う役に立た

ない。あの娘 は男にや らせたんだよ。もうあの娘 は,ダ メだ」「尻軽な女の子

だ」などと言われました。

「あの娘は尻軽だ」とね。 もちろん,労 働者の若者たちの間で もそうでした と

も。私たちは,ブ ルジョワ階級の連中 とは付 き合いはあ りませんでした。私

たちは,労 働者の子 どもたち としか付 き合いはあ りませんでした。私が妻 と

知 り合 った時も,そ うでしたが,付 き合いはじめて8日 後か14日 後に,「お

前,あ の娘には子供がいるんだぜ」と本当にはっきりと言われました。でも,

妻 は,も う私 にそのことを話 していたのですよ。ええ,彼 女は,私 に話して

くれていたのですよ。だか ら,彼 女 は,子 供がいることを私に隠 していた と



日常生活史一H夫 妻の場合 139

いうことはあ りませんでした。

知 り合った時に,彼 女 には,も う子供がいたのです。それに経済的な問題

もあ りました。子供のいる女性 と結婚するということは,金 の問題でもある

のです。

男が結婚するとしたら,そ れは負担になりますよ。個人的な問題 は別 とし

て,他 の男の子供 の父親 になれるのだろううか,と いう感情の問題 もありま

す。他人の子供の母親よりは,父 親である方が楽だろうとは思い ます。しか

し,そ れが,誰 にで も当てはまるとは思いません。子供にぜんぜん気付かせ

ないとか,知 られないなどとい うことは,ど こでも可能 というわけではあり

ません。誰で もがその子供 を他の子供たちと同じように扱い,区 別 しない と

いうわけではないのです。

〈避妊〉

[H夫 人]

当時,避 妊具はありました。コンドーム とか,そ んなようなものがあ りま

した。私の母 は,孤 児でした。母 もきっ と,ま った く何 もわかってはいなかっ

たのです。母 は,父 と25才 の時に結婚したのですが,そ の前 はだれ とも関係

はもっていませんでした。彼女は,工 場で働 く叔母 さんだか親戚のために弁

当を持って行った時に,ま った く偶然に,父 と知 り合ったのです。彼女には,

その他には,ぜ 一んぜん,他 の男の人たちと知 り合 う機会がなかったのです。

私 はドクター ・ルーべDr.Lubeは,よ く知っていましたが,ド クター ・ルー

べが避妊法普及のための講演 をしていたのは,ず っと後のことだ と思います。

私の両親 も避妊具 は使 っていなかったと保証で きます。母は処女のまま,結

婚 したのだ と確信 しています。私は,避 妊具があるということは知っていま

したが,た とえばコンドームの ことは,17才 か18才 の時には知ってい まし

た。
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[H氏]

両親 は絶対 に避妊具 を使っていなかった と思います。私の母 も避妊具 は

使っていなかった と思います。 これは保証できます。

私たちの世代 は,両 親がキスをするところなど見た ことがありません。少

なくとも,私 は両親がキスをするのを見た ことがあ りません。そういうこと

は,み な子供達のいないところでされたので,昔 は,誰 もそういった場面を

見てはいけなかったのです。妻の両親の場合 も同様です。私たちの両親 は,

他の方法を知 らなかったのです。そういうことは,み んな知 られないように

してされたのです。両親が好 きあっている風な様子などを子供が見てはいけ

なかったのです。今は,ま った く逆ですけれ どね。私たちの家で も,私 たち

がキスするのを子供たちは見ていましたが,当 時はそうではなかったのです。

私は,避 妊具のことは,ず っと後になってから知 るようにな りました。避

妊法普及のための講演は聴いた ことがあ りませんでした。実際には,若 者同

士で,こ っそりと,静 かに小 さな声で,「 これだ,あ そこにコンドームがある

か ら,買 ってこいよ」 と言われた ものです。本当に恥ずかしが りながら,買

いに走 った ものです。今 とはちがったのです。今の人たちは,ま った く自由

にあ、っけらかんとして 「私たちはピルを買いに行 くわ」 と薬局に行 きますけ

れ どね。

私の仲間たちは,泳 ぎに行 っても,い っ も水着無しでした。だからといっ

て,だ れもそれを変だ とも思わなかったのです。女の子 と関係することもあ

りませんでした。エラ・ファールディックEllaVahldiecfeも 一緒でした。男

の子 と女の子が一緒に泳 ぎにいったのです。私たちは水泳パ ンツもはかずに

泳いでいたけれど,何 も起 こりませんでした。私たちは,こ この小 さな池で

泳ぎました。クロイツ池 飾 傑 忽論 とか,森 の中の池で泳いだのです。オス

トゼーOstseeで も泳 ぎました。

私 は,裸 のままで泳いだ りしていたのですが,そ のせいで女性 と関係 しよ

うという考えに至 らなかったのです。だか ら,本 当のことなのですが,私 は
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21才 になって,ま だ女性の経験がありませんでした。それは多分,青 年運動

で とても自由に生 きていたせいか もしれません。

〈妊娠中絶〉

[H夫 人]

中絶 したか らといって,処 罰 はするべきではありません。私 自身,結 婚前

に夫 と付 き合っていた時に,中 絶をしたことがあります。1932年 頃のことで

す。夫の友人を通 じて,昔,看 護婦をしていたという 「賢い女性」に,1ペ

ニヒのお礼もなしにです。

[H氏]

近所で起 こった中絶 などについては,も ちろん,聞 こえてきました。たと

えば,新 聞記事にもな りました。しか し,中 絶 したからといって,処 罰 はす

るべきではあ りません。

どのような場合でも,私 は希望する女性 には,煩 雑 な手続 きなしに,い ず

れにしても,中 絶手術を受けさせ るべきだと思います。当時は,「誰が どうし

た,誰 が どうした」などと,こ っそり話 された ものです。

昔は中絶 をする家庭医なんていませんでした。貧 しい人たちには医者 はい

なかったので,子 供 を作 らなけ りゃあならなかったということですよ。だか

ら子だ くさんだったのです。

10.職 業生活

[H氏]

私 は,13才 半で徒弟修業を始めました。1921年 か ら4年 間,徒 弟修業をし

て,1925年 にそれを終えたのです。徒弟試験用に安楽椅子を作って,2等 賞

を貰いました。職人試験合格証 といっしょにその賞状 をとってあ ります。徒

弟修業を終 えた後はまだ少 し,ヴ ァツラヴィック 肱 な伽磁 という名の親方
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の 元 で 働 き,そ の後,よ そで 働 き ま した 。 ヴ ァ ツ ラ ヴ ィ ッ ク社 は,昔 は,ブ

ラ イ テ通 りBreiteStraBeに あ っ て,オ ッ トー ・ヴ ァツ ラ ヴ ィ ックOtto肱 た一

lawikと い う名 前 の 会 社 で し た 。 今 は パ ーペ ン シ ュテ ィ ー クPaPenstiegと

い って い ます が,当 時 の ラ ン ガ ー フ ェル トL㈱g6乖 ♂4の 隣 の通 りが,ブ ラ イ

テ通 りで す 。 そ こ に ヴ ァ ツ ラ ヴ ィ ッ ク社 が あ っ た の で す 。 小 さ な会 社 で した

が,作 っ た 品 物 を展 示 して お く店 が あ りま した 。 この地 域 で は一 流 の 手 工 業

の小 企 業 で した 。 つ ま り,と て も上 質 な 品物 をっ く る会 社 で,お 得 意 の 客 が

い た も の で す 。 当 時,お 城 用 の 品物 を つ くっ て い て,た とえ ぼ上 等 な 金 欄 張

りの 椅 子 や安 楽 椅 子 な どで す 。 そ の 他 に も壁 貼 り用 の絹 生 地 等 も,ヴ ァ ツ ラ

ヴ ィ ッ ク社 はつ くっ て い ま した。 私 は,壁 紙 貼 りの仕 事 も一 緒 に して い ま し

た。

私 は,25年 に徒弟修業を終 えてから,椅 子張 り職人 として,ま ず6週 間働

いて,そ の後 にまた8週 間 というように働いていました。椅子張 りは壁紙貼

り職人 の仕事なのです。内装職人 も兼ねていますが,そ の仕事は,ま あカー

テンなどの取 り付けなどです。修業 を終えて以来,何 度 も失業していました。

この職業は,い つ も数週問単位の仕事なのです。切れ切れの仕事 しかない職

業でした。いつ も,こ こで数週間,次 もまた数週間,ま たあちらで数週間と

いうようにです。そして,何 とか日々をや り過ごせ るか どうかという仕事量

で,最 後はどうにもできなくなるという風でした。その挙げ句に,そ の数年

後 には,34年 までのほぼ4年 間,失 業していました。1月29日 まで仕事がな

かったのです。私は,34年 に,再 び働 きはじめました。

ヒッ トラーの時代には,私 たちは仕事道具 もなしに,ア オ トバーン(:高

速道路)作 りの仕事 をしました。その後は,私 はいつも仕事についていまし

たが,本 当に,1925年 か ら34年 の間は,困 った時代でした。29年 は,大 失

業の年でした。みんなが困ったのです。ほ とんど誰 もが この難から逃れ るこ

とはできなかったのです。
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11.宗 教 ・政 党 ・労働組合 ・帰属意識

〈宗教〉

[H夫 人]

私は学校で宗教 について知 りました。下級の学年時には,い つ も宗教の授

業を受 けなければな りませんでした。そして,誰 もそれをしようとしなかっ

たので,私 はいつもクリスマスの詩 を暗唱しなければなりませんで した。私

の両親の家で,あ る時,父 と話し合いをしました。生物学 とか,世 界がどの

ようにしてできたのか,つ まり地球 とか宇宙 とか,そ んなことな どを考 えて

みた り,そ れか らキ リス トは本当に存在 していたのか,ど うして聖書 を書い

たのだろうな どということを話 し合ったのです。父 との この会話の ことは,

今で も覚 えています。両親の古い知 り合いのマンティエ 〃伽 加 嬢が同席 し

ていて,私 たちはとて も素晴 らしい議論 をしたのです。つまり,と ても実 り

の多い会話だったのです。そういったテーマは家庭で話されることだと父は

言っていました。

それで私は,私 の先生に 「父 と話 し合い,私 も堅信礼を受 けないし,教 会

から脱会するという意見に達 しました」と伝えました。先生 は私がそう言っ

た時,ま った く驚 きました。それで も,私 はそうしたのです。それで,裁 判

所に行 きました。付 き添い もなしに,ま った く一人 っきりでです。私 は14才

でした。

[H氏]

1921年 に 「生活科」の授業が始 まり,私 はこの授業をヴァルター ・ヨルン

スWalterノ ∂γηsという名前の先生か ら受けました。週にに1時 間の授業でし

た。牧師の ところへ行 く替わりに,私 たちはこの授業を受けに行ったのです。

週に1時 間で した。牧師の所へ行 くよりもずっと多 くのことを学び ました。

私は,も し教会か ら脱会するなら,確 信があるからであって,も し,留 ま

るなら,そ れは確信があるか ら留 まるという立場です。私は,教 会の税金の
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ために脱会 したのではな く,宗 教 にたいする否定的な確信があったから脱会

したのです。それは,大 きな違いです。

〈政 党 〉

[H夫 人]

私 は,SPDに は入 っ て お りませ ん が,い つ も夫 と一 緒 にい ろ い ろな 活 動 を

して い ま した 。 若 い頃 は,職 員 労 働 組 合 中央 同 盟 組 合 と,自 由体 操 協 会 とい

う,は っ き り と した 労 働 者 の 協 会 に は入 っ て い た の で す が,政 治 的 に は組 織

さ れ て い ま せ ん で し た 。入 党 は して い ま せ ん で し た し,「フ ァル ケ ン」`1勉伽 η'

の会 員 で もあ り ませ ん で した 。後 に な って,や っ と政 治 的 に成 長 し ま した が,

当時 は,ま だ成 長 期 だ った の で す 。ス ポ ー ツ が 私 に とっ て は,ず っ と大 事 だ っ

た の で す 。い ず れ に して も,私 は い つ もSAJの 人 た ち と一 緒 に行 動 して い た

の で す 。彼 ら と一 緒 に 遠 足 に行 っ た り,踊 っ た り し ま した 。SAJの 事 務 所 が

同 じ建 物 の 中 に あ っ た の で す か ら,当 然,そ う な る の で す 。 つ ま り,は っ き

り と した 拘 束 力 を もつ よ う な関 係 な し に,私 は,ど こ にで も首 を 突 っ込 ん で

い た の で す 。 しか も私 は,興 味 を ひ くよ うな もの な ら,集 会 に も一 緒 に行 き

ま した 。私 の母 も党 員 で した 。父 も母 もSPDに 入 党 して い ま し た。もち ろ ん,

父 の 方 が 熱 心 な 活 動 家 で した 。 父 は,徒 弟 修 業 の 時 代 に兄 弟 子 の職 人 に勧 め

られ て 労 働 組 合 に入 り,労 働 組 合 運 動 を 通 し てSPDに 入 党 した の で す 。つ ま

り,彼 は,い つ もSPDの た め に闘 い つ づ けた と言 え るで し ょ う。

私 の 父 は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク で は,ド ク タ ー ・ヤ スパ ーDr.IasPer,シ ュ

タ イ ン ブ レ ッ ヒ ャ ーSteinbrecherを 尊 敬 し て い ま した 。ヤ スパ ー は,後 に首 相

にな り ま した し,シ ュ タ イ ン ブ レ ッ ヒ ャ ー も,後 に大 臣 に な り ま した 。 そ れ

に,グ ス タ フ ・キ ル ヒナ ーGzastavKirchnerで す が,彼 は ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ

イ ク の労 働 者 福 祉 部Arbeiterwohlfahrlの 労働 者 書 記 で し た が,父 は,よ く彼

の こ とを話 し て い ま した 。 ヤ ス パ ー は,私 た ち の 『フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』

の建 物 の 中 に坐 っ て い ま した。 『フ ォル ク ス フ ロイ ン ト』編 集 長 の オ ッ トー ・

テ ィ ー レマ ンOtioη 忽6〃 ¢σ朋 は,私 に とっ て は特 別 な人 物 で す 。彼 の戦 争
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中 の 話 を書 い た 小 説 も読 み ま した 。

私 の父 は,ラ サ ー ルLassalle,べ 一 ベ ルBebel,マ ル ク スMarxと エ ン ゲ ル

スEngelsを とて も尊 敬 し て い て,い つ も,こ の4人 の こ とを話 し て い ま し

た 。も ち ろ ん,個 人 的 に は彼 ら と は知 り合 い で は あ り ませ ん で した 。父 に とっ

て は,こ の4人 の有 名 な 社 会 主 義 者 は,偉 人 で した 。

ワル タ ー ・シ ュ ミ ッ トMZalterSchmidtは,本 当 に,労 働 者 階 級 出身 で,あ

れ だ け に な っ た 人 物 で す 。 彼 の 父親 は早 くに戦 死 し,彼 は父 親 な し に成 長 し

ま した 。彼 の 家 族 は,エ ル シ ュ レ ー ガ ー ン αs6勉gθ 挽 の と こ ろの,ヴ ュ ス テ

ヴ ォル トWtisteworthに 住 ん で い ま し た 。エ ル シ ュ レ ー ガ ー ン は,ラ ンゲ ダ ム

通 りLange-dammstraBeへ の接 合 点 で した 。 そ こ に,ま た さ らに小 さ な道 が

あ ります 。 こ こが,ヴ ュ ス テ ヴ ォ ル トで す 。今 は,そ こに に ホ ル テ ン(デ パ ー

ト)Hortenが 建 っ て い ます 。 ワ ル タ ー ・シ ュ ミ ッ トは,こ こで 生 まれ た の で

す 。 ワル タ ー の運 命 は,苛 酷 で した 。 彼 の母 は,二 人 の 息 子 を育 て上 げ,そ

し て,彼 は勤 勉 に働 い た の で す 。 そ の 結 果,彼 はエ ン ジ ニ ア に まで な りま し

た 。 彼 が 昔 は何 の 職 業 だ った のか は知 りませ ん が,修 理 工 か 何 か か ら昇 りつ

め て,連 邦 議 会 の議 員 に まで な っ た の で す 。最 初 は普 通 の労 働 者 か ら始 め て,

ず っ と,勉 強 し続 けた の で す 。 そ れ が 大 事 な の で す 。 それ こそ が,1930年 以

前,し か も第 一 次 世 界 大 戦 前 に あ っ た,昔 の,労 働 者 教 育 協 会 の活 動 の 成 果

な の で す 。 私 は父 か ら聞 い て 知 っ て い る の で す が,彼 も この 協 会 に属 し て い

た の で す 。 つ ま り,カ ー ル ・マ ル クス が 言 って い る よ う に,「 知 は力 な り」 で

す 。 父 か ら この 言 葉 を,し ば し ば 聞 か され た もの で す 。 私 は機 会 あ る毎 に,

父 か ら本 を プ レゼ ン トさ れ ま した 。 そ の 中 に は,私 が まっ た く理 解 で き な い

もの も あ り ま した け れ どね 。 本 を くれ る と き は,い つ も 「お 前 は,こ の 本 を

読 まな けれ ば い け な い 。 知 識 は力 だ 」 と父 は 言 った もの で す 。 この モ ッ トー

か ら,い か に 父 が,本 を読 ん で 知 識 を身 に着 け る こ とに価 値 をお い て い た か

が わ か り ます。

メ ル ゲ ス の 息 子 も 『フ ォル ク ス フ ロイ ン ト』 で 活 字 植 字 工 と して働 い て い

ま した 。 ア ウ グ ス ト・メル ゲ ス は,ア ル テ ヴ ィー ク リ ン クAltewiegringに 住
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ん で い ま し た 。私 た ち は,新 聞 を届 け に行 っ て い ま した 。33年 以 降 に 『ブ リッ

ク ・イ ン ・デ ィ ・ヴ ェ ル ト』`Blickindie隔1〆 とい う,外 国 の 新 聞 記 事 を

掲 載 した,非 合 法 の 小 冊 子 が あ っ た の で す が,私 た ち は,こ の 小 冊 子 を旧 社

民 党 員 に届 け て い た の で す 。

[H氏]

私 はSAJ(社 会主義労働者青年)に 所属 してはいませんでした。USPD(独

立社民党)に 所属 していました。党 と青年組織にも所属していました。USPD

には21年 に入 り,解 散 まで所属 していました。解散になったのは22年 か23

年だった と思います。忠実なグループだったのですよ。私 はまだ若かったか

ら,仲 間と一緒に行動しました。14才 か15才 の若者だから,ま だきちっ とし

た政治的な路線 についての考 えな ど持ち合わせていませ んでした。何が起

こっているのかなど知 りもせず,た だ,我 々は一緒だ,我 々は一緒だといっ

た意識で動いていたようなものです。

私は,そ の後,ラ イヒスバンナーに入 りました。旅職人の遍歴から戻 った

時ですか ら,1929年 に入ったのです。これも終わ りまで一緒に活動しました。

SPDへ の入党 は,戦 後の45年 です。

私の父がSPDに 入党 しなかったのは,面 倒 くさが りだったからです。彼は

左翼だった し,私 の家の者全員も左翼ではあったけれ ど,誰 も彼 に対しては,

入党するようにと説得はできませんでしたが,私 がラジカルな路線にいた時

にも,彼 は気にはしませんでした。私達 を自由にさせて くれました。 もちろ

ん,私 は,党 費は,自 分で払 っていました。私は修業中,週 に3マ ルクもらっ

ていました。家 に入れる食費 に2マ ルクですから,1マ ルク残 ります。週に

1マ ルクですから,月 に4マ ルクです。 この中かか ら私が所属しているすべ

ての組織の会費 を工面 しなけれぼなりませんでした。硬貨1枚 分の会費です

が,月 に50ペ ニ ヒでした。労働組合費 も,見 習いの私達は50ペ ニヒ払いま

した。だか ら,4マ ルクのうち,1マ ルクは党費 と組合費に出ていきました。

父は,な ぜかシュタインブレッヒャー と個人的な知 り合いでした。特に彼
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のことは良 く知 っていたのです。彼は,ラ ーべ通 りRaabestraBeに 住んでいま

した。私は,彼 とは知 り合いではありませんでした。父がヤスパーと個人的

な知 り合いだったか どうかは知 りませんが,キ ルヒナーは良 く知っていまし

た。祖母がベ ットの下にお金を貯めていたのですが,そ のお金のことで,法

的なア ドヴァイスを受 けるために,父 はキルヒナーの事務所へ行きました。

父は,印 刷工 として働いていた時代 に,シ ュタインブレッヒャー と知 り合っ

ていたのです。彼は活字組工だったのです。

私 は,お 城の公爵の ことなどは,ぜ んぜん,尊 敬 してはいませんで したが,

私は公爵が結婚 した時のことは覚えています。1913年 のことでしたが,学 校

で,手 に小さな旗 を持っていました。公爵を尊敬するだなんて ことは,私 の

家では考 えられません。

〈労働組合〉

[H夫 人]

私 は,1925年 に見習いを始めた時 に,職 員労働組合中央同盟組合ZdAに 入

りました。これ も1933年 まででした。私の場合は,労 働組合への加入 は避け

ることができなかったのです。私は,職 員労働組合中央同盟組合 を通 じて『ノ

イ・ドイッチュラント』`NeuDeutschland'の 働 き口を得たのです。だか ら,

労働組合に入 るのは当然のことで,私 にとっては,義 務だった と言 えます。

私の父 はそのきっかけを与 えてくれました。私たちが,今,社 会主義 を信奉

しているのは,彼 のおかげです。私の場合は,父 の影響が強いと言 えます。

[H氏]

私 は,1921年 に,当 時 の鞍 製造職 人 ・壁紙 貼 り職 人 同盟Sattler-und

TaPezierer-Yerbandに 入 りました。私は,信 念か ら労働組合に入 りました。

父 も労働組合 に入ってはいましたが,私 の場合,父 に影響 されたというより

は,私 の内部か ら起 こった信念によるものでした。私は,し か も私の兄弟子

の職人を労働組合に引っ張 り込んだのです。労働組合への加入は,自 分で考
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えたことなのです。

当時,私 たちは4月 に学校 を出て,13才 で した。6月 になってやっと14才

になったのです。13才 の子供 として3カ 月働いたわけです。それで,ど のよ

うにして私が運動にたどり着いたか というと,と ても単純なのですよ。つ ま

り,私 は新教の受堅資格者のための教理授業 を受けていました。その授業中

に,牧 師と議論 したのですが,そ れが彼の気 に入 らなかったのです。それで,

彼が,「 お前には堅信礼を受 けさせない」と言いました。つまり,彼 の言葉通

りに言うと,「お前の家族の者たちは,神 を信 じていない」 と言ったのです。

それで,私 は聖歌の本 をしまい,教 室を出てきました。 この経験 は,一 人の

人間の内面に大 きな影響 を与えました。 というの も,私 の家族は新教なので

すが,私 の二人の兄たちと姉は,ク リスマスにはじめて受堅資格者のための

教理授業を受 けに行けぼよかったのです。戦争だったからです。私の場合は,

もう授業が終わっていたので,復 活祭に授業が始まりました。私たちは知 ら

なかったのですが,私 は,9カ 月も遅れていたのです。それを牧師は母に言

いました。 しかし,彼 女 は教会へ よく行 く人ではなかったので,そ のことを

はっきりと言 ったのです。そうすると牧師 は母 を怒鳴 りつけました。それを

根に持 って牧師は私に八つ当た りした ということです。そんなことがあった

ので,私 は,青 年式に参加しました。妻 と同様,私 はキ リス ト教の教育を受

けていません。それで,青 年式の際に青年部 に誘われたのです。当時は,こ

こにはUSPD(独 立社民党)し かありませんで した。SPDは 強 くなかったの

です。当時はUSPDで した。私 は,社 会主義プロレタリア青年同盟SPJ,鞍

製造職人 ・壁紙貼 り職人同盟,フ ライエ ・フォルクスビューネ青年部,ラ イ

ヒスバンナーに入っていましたが,他 の青年部 グループの仲間たちとも,い

つも一緒にいろいろな活動をしました。仲間というのは,自 然愛好家協会 と

か,社 会主義労働青年SAJな どの人々です。USPDが もう党でな くなってい

たので,私 たちは,一 緒に留 まろうとしたのです。そういうわ けで,そ ういっ

たすべてのグループを好 もしく感 じていたのです。ち ょうどUSPDの 解散後

でしたか らね。私たちは,い わば残党でした。なぜ私がSAJに 入 らなかった
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のか,そ の理由は私自身にもわか りません。私は,こ れ らの組織 には知 り合

いを通 じて入 りました。父 は,工 場労働者同盟 という労働組合以外には,他

の どこの組織にも入っていませんでした。父は,タ ールをつ くる小さな工場

で働いていました。その時 はもう,彼 は工場労働者同盟に入ってい ました。

労働組合運動には賛成でしたが,党 には入っていませんでした。それに私の

兄弟たちも,ど の党 にも入っていません。私が唯一,あ の牧師のおかげで,

入党するようになったのです。だか ら,若 い時にどんな環境にいるかによっ

て,人 生が左右されます。

ライ ヒスバ ンナーの中には,さ らにもうひ とっ保護組織があ りました。

シューホSchzafoと いう言葉 を聞いた ことが あ りますか?ラ イヒスバ ン

ナーは,1番 か ら12番 までの12の グループに分 けられていました。私 は4

番目のグループに属 していました。 これがさらに4つ の百人隊へ とさらに分

けられたのです。4つ の百人隊のメンバーは,ラ イヒスバ ンナーの活動家で

す。これは,ナ チ突撃隊SAに 対する本格的な抵抗組織でした。この百人隊は,

かなり強 くて活動的でした。私 は,ラ イヒスバンナーの,こ の4つ の百人隊

の中にいたのです。 この4つ の百人隊の中か ら,各 々3人 が特別な任務のた

めに選ばれました。守備部wnSchuteformationと して,街 頭戦や集会の守備 を

したのです。

当時は,ナ チ突撃隊か ら自分たちを守 らなけれぼな りませんでした。その

ために,こ の守備部隊がつくられたのです。4隊 がブラウンシュヴァイクに

あ りました。その中か ら各々3人 ですから,12人 がブラウンシュヴァイクで

特別な任務 に選ばれたわけです。この中に私が入っていました。このために,

私には十分な仕事がありました。

だか ら,こ の時代からワルター・シュミットを知 っているのです。ちなみに,

ワルター・シュミットは,私 たちの家の近 くに住んでいました。彼はエルシュ

ラーガーンに住んでいたのです。ワルター ・シュミッ トと私 はライヒスバ ン

ナーで知 り合ったのですが,こ の3人 のことは,ワ ルター ・シュミットでさ

えも知 りません。この12人 は,ど こかで何かがあると出て行 きました。私た
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ちは,十 分に忙 しかったのです。殴 り合いとかがあると,そ れをやめさせて,

保護 したものです。それは,特 別な仕事でした。 この仕事 を一緒 にした仲間

たちは,も う誰 も生きていません。私だけが残 っています。SAとSSに 対す

るライ ヒスバ ンナーの守備隊でした。

〈帰 属 意 識 〉

[H夫 人]

私 は,1930年 代 は,中 産 階 級Mittelstandに 属 し て い ま した 。私 は 両 親 の家

で とて も豊 か に暮 ら し ま した 。 そ れ に,私 の母 は,労 働 者 階 級 と は ま った く

違 う境 遇 で育 ち ま した 。 ワル タ ー ・シ ュ ミ ッ トな ら,自 分 を労 働 者 階 級 に属

して い る と言 うで し ょ う。私 も労働 者 階 級Arbeiterlel(zsseに 属 して い ます 。で

も,低 く評 価 され る よ うな概 念 とい う も の が あ ります 。 労 働 者 だ か ら とい っ

て,低 く評 価 され るべ きで は あ り ませ ん。 で も世 の 中 で は,部 分 的 に は低 く

見 られ ます 。 私 た ち は,そ ん な に 良 く評 価 さ れ な い の で す 。

[H氏]

私 は,労 働 者 階 級.4rbeiterstandに 属 して い ま し た 。ラ ンゲ 通 り とカ ス ター

ニ エ ン ・ア レ ー を一 緒 に して は い けな い け れ ど,そ れ に もか か わ らず,私 た

ち は労 働 者 で した 。 私 は,自 分 の生 活 費 を実 際 に手 を使 う仕 事 で稼 ぎ出 さ な

け れ ば な らな か った か らで す 。 重 労 働 で,か っ 財 産 を つ くれ る よ うな 仕 事 で

は あ り ませ ん 。 だ か ら,私 は 自分 が 労 働 者 階級 に属 して い る と言 うの で す 。

まっ た く何 も蓄 え ませ ん で し た 。貯 蓄 な どは ま った く無 しで した 。 私 は,

そ の 日暮 ら しを して い た の で す 。だ か ら,私 は労 働 者 な の で す 。私 が11才 で,

1918年 の こ とで した 。戦 争 は終 わ り ま した 。そ の 後,1919年 に メ ル カ ー の 部

EIRMercfeer-TruPPenが こ こ に進 駐 して き ま した 。そ の 時 に は じめ て,私 は労

働 者 と ブル ジ ョ ワの 違 い に気 が 付 い た の で す 。 こ こ の近 所 の 食 料 品屋 の シ ッ

フ ァーSchzJfferの 店 か ら は,私 た ち は何 も買 う こ とが で き ませ ん で し た。彼 の

店 に は何 もな か った か らで す 。 しか し,メ ル カ ー の 部 隊 が進 駐 して きた ら,
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彼 は,ま だ店 にあッた物を何から何まで部隊に持っていったのです。それ以

来,私 は彼の店か らはもう何 も買いません。私は,そ こで,私 たちが違う階

級 に属 していると気がついたのです。

〈組織の役職等〉

[H夫 人]

私 は,い つ もかな り小さな会社で働いていましたか ら,経 営協議会などは,

通常,あ りませんで した。加入 していた協会でも何かの役職 についたことは

ありません。

子供の時に,父 に頼 まれて,党 費 を集めて回った事があ りますが,そ れは

自分の役職 としてではあ りません。私 は,正 式の会員でないのに,至 る所に

顔を出していましたが,そ れは,お 金が問題だったのですよ。つ まり,会 費

を払 うのが大変だったから,正 式の会員になっていなかったのです。党費や

会費は,大 変重要な問題でした。私たちの多 くが失業 していたのですか ら,

党費や会費については,注 意 しなければならなかったのです。

[H氏]

私は,経 営協議会の委員などの役職についた ことはありません。SPJの 副

会計係 はした ことがあります。

12.祝 い事 ・余暇

く祝 い事〉

[H夫 人]

私の両親 の家では,ク リスマスは特別でした。グ リューワイン(赤 ワイン,

ラム酒などをハーブで香 りづけし,暖 めた飲み物)の ようなアルコールを飲

みました。

誕生 日は,今 の ように大 きな意味 はあ りませんでした。昇天 日Himmel一
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ヵ伽 には,い つも,両 親 といっしょに,遠 足に出かけたものです。でも,宗

教的な祭 りとしての性格 はありませんでした。だか ら,教 会か ら脱会 してい

ました。5月1日 のメーデーには,そ の日が労働者の祝 日だった時代 には,

朝早 くか ら森へ行 きました。メーデーは,家 族 にとっても大事な日だったの

です。多分,私 たちは,直 接,党 の建物の中に住んでいましたか ら,他 の人

びとよりも,よ り重要に感 じていたのでしょう。それに,父 は,普 通 よりも

闘争的でした。私たちは,カ トリックではないので,キ リス ト受難の日や霊

名の聖人の祝 日は,ま った く関係あ りませんでした。党や労働組合の祭 りや

パーティで,楽 しい催 しがある時には,よ く行 きました。父は,そ れが労働

者の世界であれぼ,私 が催 し物や記念集会などに参加 して,社 会へ出ること

に,と ても大 きな価値をおいていましたか ら,父 は,私 をいっしょに連れて

行 きました。

[H氏]

私の家では,ク リスマスは,い つも祝いました。大晦 日も祝いました。私

の家には,親 戚中が集 まってきました。そういう祝い事の時には,親 戚 中が

まとまったのです。家中で,ひ とつの住居からもう一つの住居へ と,歌 いな

が ら歩いて移動するのです。私の誕生日には,母 が忘れない限 り,ケ ーキを

焼いて くれ ました。

しかし,私 の家では,メ ーデーは重要ではあ りませんでした。

〈余 暇 〉

[H夫 人]

私 の 両 親 は 時 問 が あ る と,家 庭 農 園Schrebergartenに 行 っ て い ま した 。時

間 が あ る と,私 た ち と散 歩 に 行 き ま した 。そ れ に た と え ぼ,ハ ル ツ 磁 ㎎ の親

戚 の 家 に も連 れ て い っ て くれ ま した 。 毎 年,一 回 は行 っ た もの で す 。 そ の他

に は,昔 は,日 曜 日の 午 後,こ の近 くの ク ヴ ェル マ ー の森Q鰐 γ襯 θ7MZaldに

短 い 遠 足 を した もの で す 。 そ れ か ら ブ ッフ ホ ル ス トBzachhorstや グ リュ ー ネ
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ン ・イェガーGγ伽 魏 惚67な どへも遠足に行 きました。

私自身 は,少 し大 きくなると,居 酒屋への出入 りが,生 活の一部 になって

いました。父は,そ れをよ く思いませんでしたが,母 も,私 が若い娘なのに

ひ とりで家 を出てい くのを好みませんでした。だか ら,私 が外出したい時は,

女の子の友だちや母,あ るいは私 と一緒に出かけたい男の子たちと,芝 居や

ダンスに行 きました。で も男の子は,出 かける前に家 に来て,私 と出かけて

よいか どうかを訊かなければならなかったのです。両親が,外 出する前に,

若者の顔を見ておきたかったからです。たとえば,私 の家には,ガ ウス学校

GauBschzaleへ 行 っている男の子が数人いました。彼 らは,「学校祭に行かな

い?」 と私のところに来た ものです。彼 らは,女 の子 をひ とり同伴 しなけれ

ばならなかったのです。男の子 といっしょに出かけるといっても,そ れ くら

いの他愛のない ものでした。

私 は,自 由体操協会に所属 していました。そこでは,体 操 もしました。器

械体操 もしました。私の父は,労 働者スポーツ協会 に入 らなければいけない,

他のスポーツ協会はだめだ,と 言うような人だったのです。ほんの小さな少

女の頃か ら,『フォルクスフロイント』の中庭で,SAJの 人たちと一緒 に民族

舞踊 をお どっていました。でも,SAJの 会員ではありませんでした。これは,

私の同僚の女の子を通 じて,工 芸学校の民族舞踊のサークルに入 って,そ こ

で踊 っていたのですが,ほ とん どがSAJの 会員だったのです。そのほかに

も,夜,工 芸学校で陶芸な どをしました。

[H氏]

私 の 父 は,い つ も ブ ロ ー トヴ ェ ー クBrodwegの 庭 で 過 ご して い ま した 。母

は,何 も趣 味 は あ り ませ ん で した 。母 は,5人 の 子 供 を抱 えて,い つ も夜 遅

く まで 仕 事 を して い ま した か ら,趣 味 を楽 しむ 暇 な どは な か っ た の で す 。 両

親 は,余 暇 を楽 しむ た め の余 裕 が な か っ た の で す 。昔,ク ヴ ェル マ ー の森 は,

「こ こ で は
,家 族 が 自分 た ち で コー ヒー を滝 れ る こ とが で き ます 」とい う の で

有 名 で した。 つ ま り,コ ー ヒー の粉 や パ ン な ど,い ろ い ろな 物 を持 参 し て,
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10ペ ニ ヒ払 っ て,お 湯 を入 れ た コ ー ヒー ・ポ ッ トを借 り る の で す 。 コー ヒー

に は,本 物 の 豆 か 代 用 の 麦 芽 コ ー ヒー を持 っ て い っ た の で す 。 私 た ち の 子 供

の 頃 は,ほ と ん どが麦 芽 コー ヒー で した 。

私 は,若 者 とな っ た 当 時,禁 酒 主 義 者 で,か つ 禁 煙 主 義 者 だ っ た の で,居

酒 屋 な どへ は行 き ませ ん で した。 昔 は,今 と はぜ んぜ ん違 っ て,党 地 区 支 部

や ライ ヒス バ ンナ ー は 楽 し い催 し物 を し た もの で す 。 ブ リュニ ング ス ・ザ ー

ルBntningsSaal,コ ン ツ ェ ル トハ ウ スKonzerthaus,ホ ー ブ イ ェー ガ ー

勤'dger,プ リ ンツ ェ ン公 園 な ど の ホ ー ル で 楽 しい催 しが あ っ た の で す 。ホ ー

ブ イ ェー ガ ー や コ ン ツ ェル トハ ウ ス だ と,と て も多 くの人 が 入 る こ とが で き

ま した 。 ホ ー ブイ ェ ー ガ ー は,本 当 にた く さん の 人 を収 容 で き た の で す 。 そ

こで み ん な が ワル ツ を踊 る と,そ れ は も う見 物 で した。 今 で は,そ ん な こ と

は も う あ り ませ ん。

1933年 に ナ チ が 実 権 を握 る と,私 た ち はSPDも ラ イ ヒス バ ン ナ ー も,一 時

に活 動 で き な くな っ て し ま った の で す 。 党 の活 動 は で きな くな っ て し ま い ま

した 。 私 た ち は,み な,ど う した ら よ い の か,分 か らな くな っ て し ま った の

で す 。 私 た ち は,道 で 出 会 う と,「 こん に ち は,じ ゃ あ又 」とあ い さっ し合 う

だ けで,も う また 注 意 を は らわ な けれ ぼ な らな か っ た の で す 。 とい うの も,

あ の人 も この人 も あ ち ら側 へ と行 っ て し ま っ た か らで す 。 楽 し い催 し は も う

な くな っ て し まい ま した 。 だ か ら,も ち ろ ん,毎 晩,奥 さ ん の元 や 恋 人 の元

に に ま っ す ぐ戻 る とい う こ とに な っ た わ け で す 。 そ の結 果,み ん な 殻 に閉 じ

こ も って し まっ た の で す 。 そ して,も う昔 の よ う に一 緒 に集 ま る とい う こ と

もな くな り ま した 。 も う,ホ ー ル も何 もな くな っ て し また の で す か ら。 ナ チ

に よ って,み ん な壊 さ れ て し ま っ た の で す 。


